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会
議
は
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
を
は
じ
め
と
し
た

道
路
ユ
ー
ザ
ー
関
係
団
体
や

　

政
府
の
物
価
・
賃
金
・
生

活
総
合
対
策
本
部
は
９
月
９

日
︑
軽
油
︑
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
燃
料
価
格
負
担
軽
減
の
た

め
︑
石
油
元
売
り
各
社
に
補

助
金
を
支
給
す
る
燃
料
油
価

格
激
変
緩
和
事
業
に
つ
い
て
︑

足
元
の
原
油
価
格
の
動
向

や
︑
激
変
緩
和
事
業
の
実
施

状
況
を
踏
ま
え
て
︑
補
助
額

を
35
円
︑
ガ
ソ
リ
ン
基
準
価

格
に
つ
い
て
も
１
６
８
円
を
維

持
し
︑
今
年
12
月
末
ま
で
延

長
す
る
と
発
表
し
た
︒
全
ト

協
を
は
じ
め
と
す
る
自
動
車

業
界
３
団
体
を
坂
本
克
己
会

長
が
け
ん
引
し
︑
関
係
各
大

臣
お
よ
び
各
議
員
連
盟
な
ど

に
強
力
に
要
請
し
た
結
果
︑

同
激
変
緩
和
事
業
の
延
長
が

実
現
し
た
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
な
ど
か
ら

の
要
請
を
受
け
︑
自
由
民
主

党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員

連
盟
（
細
田
博
之
会
長
︑
加

藤
勝
信
会
長
代
行
）︑
自
民

自
治
体
関
係
者
な
ど
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
た
︒

　

会
議
で
は
冒
頭
︑
古
賀
誠

党
タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー
議

員
連
盟（
渡
辺
博
道
会
長
）︑

自
民
党
バ
ス
議
員
連
盟
（
逢

沢
一
郎
会
長
）
は
９
月
５
日

に
萩
生
田
光
一
自
民
党
政
務

調
査
会
長
へ
︑
ま
た
６
日
に

は
︑鈴
木
俊
一
財
務
大
臣
（
井

上
貴
博
財
務
副
大
臣
同
席
）︑

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
︑

西
村
康
稔
経
済
産
業
大
臣
に

対
し
て
︑
燃
料
油
価
格
激
変

緩
和
措
置
等
の
延
長
に
関
す

る
要
望
書
（
４
面
に
全
文
）

を
提
出
し
て
い
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
８
月
24
日

に
開
催
さ
れ
た
自
民
党
ト
ラ

ッ
ク
議
連
︑
タ
ク
シ
ー
・
ハ

イ
ヤ
ー
議
連
︑
バ
ス
議
連
合

同
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
に
お

い
て
︑
燃
料
価
格
高
騰
対
策

と
し
て
激
変
緩
和
事
業
の
現

行
水
準
の
維
持
と
期
限
の
延

長
を
強
く
要
請
し
て
お
り
︑

こ
れ
を
受
け
て
各
議
連
の
幹

部
が
要
望
を
実
施
し
た
も
の
︒

会
長
が
﹁
昨
今
自
然
災
害
が

多
発
し
て
い
る
中
に
お
い
て
︑

全
国
で
の
道
路
整
備
推
進
は

極
め
て
大
き
な
事
業
の
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
る
︒
ダ
ブ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
暫
定
２
車
線

区
間
の
４
車
線
化
︑
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
︑
道
路

の
老
朽
化
対
策
な
ど
︑
当
面

す
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る

が
︑
会
議
の
皆
様
方
と
一
緒

に
な
っ
て
精
一
杯
取
り
組
ん
で

い
く
﹂
と
述
べ
た
上
で
︑﹁
当

会
議
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

の
事
業
者
団
体
の
皆
様
な

ど
︑
全
て
の
道
路
利
用
者
の

皆
様
方
と
意
見
交
換
を
し
て

い
き
︑
道
路
利
用
者
の
皆
様

方
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い

道
路
整
備
の
実
現
に
向
け

て
︑
予
算
獲
得
に
全
力
を
挙

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
強
調
し
た
︒

　

来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し

た
丹
羽
克
彦
国
土
交
通
省
道

路
局
長
は
︑
高
速
道
路
料
金

の
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
40

％
か
ら
50
％
へ
の
拡
充
に
つ

い
て
言
及
︒﹁
物
流
コ
ス
ト
低

減
に
繋
が
る
大
口
・
多
頻
度

割
引
に
つ
い
て
は
令
和
５
年

３
月
末
ま
で
と
さ
れ
て
い
る

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

等
の
皆
様
方
か
ら
の
お
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
︑
継
続
に

向
け
て
精
一
杯
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
﹂
と
意
欲
を
語

っ
た
︒

　

そ
の
後
︑
10
月
20
日
に
開

催
さ
れ
る
﹁
全
国
道
路
利
用

者
会
議
第
72
回
全
国
大
会
﹂

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
︑
坂
本

全
ト
協
会
長
が
同
全
国
大
会

に
上
程
予
定
の
決
議
（
案
）

を
力
強
く
読
み
上
げ
た
︒

　

決
議
（
案
）
で
は
︑﹁
防

災
・
減
災
︑
国
土
強
靭
化
の

た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策

に
必
要
な
予
算
・
財
源
を
例

年
以
上
の
規
模
で
確
保
し
︑

計
画
的
に
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
﹂
や
︑﹁
人
流
・
物
流

の
活
性
化
に
向
け
た
高
規
格

道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

の
解
消
︑
４
車
線
化
等
と
ダ

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
﹂︑

﹁
重
要
物
流
道
路
の
整
備
推

進
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
﹂︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
等
の
利

用
者
目
線
で
の
渋
滞
対
策
の

推
進
﹂︑﹁
高
速
道
路
料
金
に

つ
い
て
︑
利
用
に
応
じ
た
料

金
制
度
と
し
つ
つ
︑
事
業
者

向
け
割
引
の
継
続
﹂
︱
︱
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
︑

坂
本
全
ト
協
会
長
が
道
路
利

用
者
を
代
表
し
て
︑
同
要
望

内
容
の
実
現
に
向
け
て
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
会
長
（
全
国
道

路
利
用
者
会
議
副
会
長
）
は
９
月
15
日
︑
東
京
都
港

区
の
全
社
協
・
灘
尾
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
全
国
道

路
利
用
者
会
議
（
古
賀
誠
会
長
）
理
事
会
に
出
席
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を
は
じ
め
と
し
た
道
路
利
用

者
の
代
表
と
し
て
︑
道
路
利
用
者
に
と
っ
て
使
い
や
す

い
道
路
整
備
を
強
く
求
め
た
︒

　

坂
本
全
ト
協
会
長
は
︑
10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
る

﹁
全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
72
回
全
国
大
会
﹂
に
上

程
さ
れ
る
決
議
（
案
）
を
読
み
上
げ
︑﹁
人
流
・
物
流

の
活
性
化
に
向
け
た
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
の
解
消
︑
４
車
線
化
等
と
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
﹂︑﹁
重
要
物
流
道
路
の
整
備
推
進
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
﹂︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
等
の
利
用
者
目
線
で
の

渋
滞
対
策
の
推
進
﹂
な
ど
を
力
強
く
訴
え
た
︒

坂本　克己　全ト協会長

　

厚
生
労
働
省
は
９
月
８
日
︑

労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分

科
会
自
動
車
運
転
者
労
働
時
間

等
専
門
委
員
会
の
第
10
回
ト
ラ

ッ
ク
作
業
部
会
（
部
会
長
・
藤

村
博
之
法
政
大
学
大
学
院
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
科
教
授
）
を
開
催
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間

等
を
規
制
す
る
﹁
自
動
車
運
転

者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た

め
の
基
準
﹂（
平
成
元
年
労
働

省
告
示
第
７
号
︑
以
下
﹁
改
善

基
準
告
示
﹂）
の
改
正
に
関
す
る

報
告
案
を
提
示
し
︑
労
使
お
よ

び
公
益
委
員
に
了
承
を
得
た
︒

同
省
は
今
後
︑
今
年
12
月
ご
ろ

ま
で
に
改
善
基
準
告
示
お
よ
び

関
係
通
達
を
改
正
し
︑
令
和
６

年
４
月
の
施
行
を
目
指
す
︒

　

こ
の
度
の
改
善
基
準
告
示
の

見
直
し
は
︑
長
時
間
・
過
重
労

働
の
実
態
に
あ
る
自
動
車
運
転

者
の
健
康
確
保
等
の
観
点
か
ら

平
成
30
年
に
成
立
し
た
﹁
働
き

方
改
革
関
連
法
﹂
に
お
い
て
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用

（
令
和
６
年
４
月
）
を
受
け
た

も
の
︒

　

使
用
者
代
表
と
し
て
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
は
馬
渡
雅

敏
副
会
長
︑
加
藤
憲
治
日
本
通

運
㈱
取
締
役
執
行
役
員
が
参
画

し
︑
３
年
４
月
か
ら
精
力
的
に

議
論
を
重
ね
て
き
た
︒
特
に
︑

﹁
荷
主
対
策
﹂
と
い
う
労
使
双

方
が
懸
念
す
る
課
題
を
主
張

し
︑
厚
労
省
に
よ
る
﹁
荷
主
へ

の
要
請
﹂
を
引
き
出
せ
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
（
３

面
に
報
告
案
全
文
お
よ
び
見
直

し
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲
載
）︒

改善基準告示の改正へ 厚労省による「荷主への要請」が実った！！
馬渡副会長の獅子奮迅の活躍が大きな成果をもたらした

労働政策審議会労働条件分科会自動車運転者労働時間等専門委員会 第10回トラック作業部会労働政策審議会労働条件分科会自動車運転者労働時間等専門委員会 第10回トラック作業部会写
真
：
難
波
淳
介
全
日
本
運
輸
産
業
労
働
組
合
連
合

会
中
央
執
行
委
員
長
（
左
か
ら
３
人
目
）、
園
田
龍

一
全
国
交
通
運
輸
労
働
組
合
総
連
合
中
央
執
行
委

員
長
（
左
か
ら
２
人
目
）、
松
澤
彰
一
全
日
本
建
設

交
運
一
般
労
働
組
合
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
副
部
会

長
（
左
）、
坂
本
克
己
全
ト
協
会
長
（
右
か
ら
３
人

目
）、馬
渡
雅
敏
全
ト
協
副
会
長
（
右
か
ら
２
人
目
）、

加
藤
憲
治
日
本
通
運
㈱
取
締
役
執
行
役
員
（
右
）

利用者目線での道路整備実現のために、トラック運送事業者をはじめとした道路利用者と理事会出席者が意見を交わした「全国道路利用者会議」
理事会（9月15日、 全社協・灘尾ホール）

萩生田光一自民党政調会長（右から4人目）へ要望書を手渡す塩谷立自民党トラック議連顧問
（右から5人目）と赤澤亮正自民党トラック議連幹事長（左から2人目）、橘慶一郎自民党トラッ
ク議連事務局長（左）、渡辺博道自民党タクシー・ハイヤー議連会長（左から4人目）、盛山正仁
自民党バス議連幹事長（左から3人目）、坂本克己会長（右から3人目）、川鍋一朗全タク連会長

（右から2人目）、丸山荘日バス協高速バス委員長（右）（9月5日、自民党本部）

鈴木俊一財務大臣（左から5人目）および井上貴博財務副大臣（左から4人目）へ要望書を手渡
す逢沢一郎自民党バス議連会長（右から4人目）と赤澤亮正自民党トラック議連幹事長（右か
ら3人目）、橘慶一郎自民党トラック議連事務局長（右から2人目）、藤丸敏自民党タクシー・ハ
イヤー議連事務局長（右）、坂本克己会長（左から3人目）、川鍋一朗全タク連会長（左から2人
目）、丸山荘日バス協高速バス委員長（左）（9月6日、財務大臣室）

丹羽　克彦
国土交通省道路局長

古賀　誠
全国道路利用者会議会長

トラック事業者の目線で今後もトラック事業者の目線で今後も
道路整備実現に向かう !!道路整備実現に向かう !!

坂本会長　全国道路利用者会議理事会で決議文を採択坂本会長　全国道路利用者会議理事会で決議文を採択

坂本会長が中心になっての３団体の行動が功を奏した

燃料油価格激変緩和事業の 12 月末までの延長が決まる !!燃料油価格激変緩和事業の 12 月末までの延長が決まる !!
鈴木財務大臣、萩生田政調会長等へ最後の強烈なパンチが結果を呼んだ鈴木財務大臣、萩生田政調会長等へ最後の強烈なパンチが結果を呼んだ

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

9月25日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　
　
　
　

︻
解
説
︼
無
断
欠
勤
が
長
期
に
及
ん

だ
場
合
︑
多
く
の
事
業
場
で
は
就
業

規
則
に
懲
戒
解
雇
に
処
す
る
旨
の
規

定
を
お
い
て
い
ま
す
︒
こ
の
点
︑
労

働
基
準
法
第
20
条
で
は
︑﹁
使
用
者
は
︑

労
働
者
を
解
雇
し
よ
う
と
す
る
場
合

　

弊
社
就
業
規
則
で
は
、
無
断
欠

勤
が
８
日
以
上
に
及
ん
だ
と
き
は

懲
戒
解
雇
と
す
る
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
。
現
在
、
労
働
者
の
一
人

が
無
断
欠
勤
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
８
日
に
及
ん
だ
時
点
で
、
就

業
規
則
通
り
解
雇
す
る
つ
も
り
で

い
ま
す
。
他
の
労
働
者
へ
の
影
響

も
考
え
、
即
時
解
雇
扱
い
に
し
よ

う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、

労
働
基
準
監
督
署
長
の
解
雇
予
告

の
除
外
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。

 第256回 

８日以上無断欠
勤で解雇予告除
外受けられるか

に
お
い
て
は
︑
少
な
く
と
も
30
日
前

に
そ
の
予
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒
30
日
前
に
予
告
を
し
な
い
使
用

者
は
︑
30
日
分
以
上
の
平
均
賃
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂（
第

１
項
）
と
規
定
し
︑﹁
解
雇
予
告
﹂

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
︒
た
だ
し
︑

天
災
事
変
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事

由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能

と
な
っ
た
場
合
と
︑
労
働
者
の
責
に

帰
す
べ
き
事
由
に
基
づ
い
て
解
雇
す

る
場
合
は
︑
解
雇
予
告
義
務
を
免
除

し
︑
即
時
解
雇
も
可
能
と
し
て
い
ま

す
︒

　

こ
の
た
め
︑
労
働
者
に
責
任
が
あ

る
場
合
は
解
雇
予
告
︑
解
雇
予
告
手

当
と
も
必
要
が
な
く
︑
即
時
解
雇
が

で
き
る
わ
け
で
す
が
︑
こ
う
し
た
場

合
で
も
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
長

に
解
雇
予
告
除
外
認
定
申
請
書
（
様

式
第
３
号
）
を
提
出
し
て
︑
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

次
に
︑
ご
質
問
の
よ
う
な
８
日
に

及
ぶ
無
断
欠
勤
が
労
働
者
の
責
に
帰

す
べ
き
事
由
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
す
が
︑

厚
生
労
働
省
の
解
釈
例
規
で
は
具
体

的
に
次
の
よ
う
な
事
由
を
挙
げ
て
い

ま
す
（
昭
和
23
年
11
月
・
基
発
１
６

３
７
号
等
）︒

① 

原
則
と
し
て
き
わ
め
て
軽
微
な
も

の
を
除
き
︑
事
業
場
内
に
お
け
る

盗
取
︑
横
領
︑
傷
害
等
刑
法
犯

に
該
当
す
る
行
為
の
あ
っ
た
場
合

② 

賭
博
︑
風
紀
紊び

ん
ら
ん乱
等
に
よ
り
職
場

規
律
を
乱
し
︑
他
の
労
働
者
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
場
合

③ 

雇
入
れ
の
際
の
採
用
条
件
と
な
る

よ
う
な
経
歴
を
詐
称
し
た
場
合

④ 

他
の
事
業
場
へ
転
職
し
た
場
合

⑤ 

原
則
と
し
て
２
週
間
以
上
正
当
な

理
由
な
く
無
断
欠
勤
し
︑
出
勤
の

督
促
に
応
じ
な
い
場
合

⑥ 

出
勤
不
良
ま
た
は
出
欠
常
な
ら
ず
︑

数
回
に
わ
た
っ
て
注
意
を
受
け
て

も
改
め
な
い
場
合

　

ご
質
問
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
⑤

は
︑
民
法
第
６
２
７
条
の
﹁
雇
用
は
︑

解
約
の
申
入
れ
の
日
か
ら
２
週
間
を

経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
終
了
す
る
﹂

の
規
定
が
根
拠
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
す
が
︑
こ
れ
か
ら
す
る
と
︑
貴
社

の
場
合
の
８
日
と
い
う
日
数
で
は
短

す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

特
に
同
条
の
労
働
者
保
護
の
観
点
か

ら
︑
行
政
側
と
し
て
も
そ
の
事
由
が

同
条
の
保
護
を
与
え
る
必
要
の
な
い

程
度
に
重
大
・
悪
質
な
も
の
に
限
り

認
定
す
る
と
い
う
姿
勢
で
す
か
ら
︑

解
雇
予
告
除
外
認
定
を
受
け
る
の
は

ま
ず
無
理
で
し
ょ
う
︒
ま
た
︑
即
時

解
雇
は
無
理
で
も
同
条
の
手
続
き
を

踏
め
ば
懲
戒
解
雇
は
可
能
で
す
が
︑

そ
れ
で
も
労
働
契
約
法
第
15
条
（
懲

戒
）︑
16
条
（
解
雇
）
に
照
ら
し
︑

８
日
の
無
断
欠
勤
が
果
た
し
て
懲
戒

解
雇
事
由
と
し
て
合
理
性
を
有
す
る

か
と
い
う
問
題
は
残
り
ま
す
︒
本
人

が
そ
の
ま
ま
出
社
せ
ず
転
職
で
も
し

て
し
ま
え
ば
別
で
す
が
︑
そ
う
で
な

い
場
合
は
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す
の
で
要
注
意
で
す
︒

Ａ�

２
週
間
以
上
で
正
当
な
理

由
が
な
い
場
合
等
が
該
当

～環状交差点編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�環状交差点とは、車両の通行の用に供する部分が環状の交差点
であって、道路標識により車両がその部分を右回りに通行すべ
きことが指定されているものをいう。（ ○・× ）

❷	�環状交差点で右折や左折をするときは徐行しなければならない
が、直進する場合には徐行しなくてもよい。（ ○・× ）

❸	�環状交差点では、環状交差点を通行する車両より、環状交差点
に入ろうとする車両が優先される。（ ○・× ）

❹	�環状交差点を出るときの合図はその行為をしようとする地点の
直前の出口の側方を通過したときである。（ ○・× ）

❺	�環状交差点を出るときは、合図しかつその行為が終わるまで合
図を継続しなければならない。（ ○・× ）

（解答は9面）

①

︻
お
こ
と
わ
り
︼
次
号
の
﹃
広
報
と
ら

っ
く
﹄は
︑10
月
15
日
号
の
予
定
で
す
︒

 

広
報
室

震
災
の
発
生
か
ら
11
年
が
経

過
し
て
被
災
地
に
お
け
る
復

旧
・
復
興
が
進
み
︑﹁
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
者
が
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
域
に
お

い
て
事
業
を
行
う
た
め
の
車

両
の
移
動
等
に
関
す
る
取
扱

い
の
特
例
﹂（
１
運
行
１
４
４

時
間
特
例
）
が
４
年
３
月
末

で
終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
︑

同
分
科
会
設
置
の
目
的
が
達

海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
の　

　
標
準
的
な
運
賃
割
増
率

海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
海

上
コ
ン
テ
ナ
部
会
（
藤
木
幸

二
部
会
長
）
は
９
月
13
日
︑

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂に
関
し
︑

国
土
交
通
省
か
ら
海
上
コ
ン

テ
ナ
輸
送
の
割
増
率
（
４
割

増
）
に
関
す
る
通
達
が
発
出

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
︑
海
上

コ
ン
テ
ナ
輸
送
事
業
者
に
対

し
︑
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
に

お
け
る
運
賃
に
つ
い
て
﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂に
お
け
る﹁
ト

レ
ー
ラ
（
20
㌧
ク
ラ
ス
）﹂
の

﹁
４
割
増
﹂
と
な
る
こ
と
の

周
知
を
行
っ
て
い
る
︒

４
年
度
事
業
計
画
等
を
承
認

第
46
回
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会

　

９
月
８
日
︑
広
島
県
広
島

市
で
第
46
回
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
部
会（
岡
田
安
正
部
会
長
）

が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
３
年

度
事
業
報
告
（
案
）︑
②
役

員
の
一
部
変
更
（
案
）︑
③
４

年
度
事
業
計
画
（
案
）︑
④

被
災
地
復
旧
・
復
興
分
科
会

の
解
散
︱
︱
等
に
つ
い
て
審

議
し
︑原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

役
員
の
一
部
変
更
で
は
︑

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
の
副
部

会
長
に
つ
い
て
︑
新
た
に
愛

媛
砂
利
㈱
（
愛
媛
県
）
の
中

畑
孝
介
代
表
取
締
役
が
選
任

さ
れ
た
︒

　

４
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

労
働
条
件
改
善
対
策
の
検
討

や
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
の
届

出
の
積
極
的
な
推
進
︑﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂
に
係
る
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
車
両
の
割
増
率

の
設
定
の
要
請
の
ほ
か
︑
引

き
続
き
書
面
化
や
﹁
標
準
的

な
運
賃
﹂︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
の
適
正
な
収
受
を
推
進

し
て
い
く
︒

　

ま
た
④
で
は
︑
東
日
本
大

第
１
１
９
回
交
通
対
策
委
員
会

し
た
︒

　

②
で
は
︑
直
近
３
か
年
に

お
け
る
飲
酒
事
故
件
数
の
推

移
や
︑
令
和
４
年
中
の
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の
飲
酒
事
故
事

例
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た

ほ
か
︑
今
年
６
月
に
一
部
改

訂
を
行
っ
た
﹃
飲
酒
運
転
防

止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄
を
活

用
し
た
取
り
組
み
強
化
と
と

も
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

全
体
で
﹁
飲
酒
運
転
根
絶
﹂

を
目
指
す
よ
う
改
め
て
呼
び

か
け
た
︒

　

ま
た
︑
③
で
は
︑
国
土
交

通
省
自
動
車
局
に
よ
る
﹁
大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
事
例

調
査
﹂︑﹁
大
型
車
の
タ
イ
ヤ

脱
着
作
業
・
保
守
管
理
状
況

に
係
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

（
中
間
報
告
）﹂
に
つ
い
て
説

明
し
︑
車
輪
脱
落
事
故
防
止

対
策
に
さ
ら
に
積
極
的
に
取

り
組
む
よ
う
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
と
し
た
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
第
54
回
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
や
災
害
物
流
専
門

家
研
修
の
実
施
状
況
等
︑
運

行
管
理
の
高
度
化
や
大
型
免

許
等
の
受
験
資
格
の
特
例
教

習
制
度
に
つ
い
て
も
報
告
が

行
わ
れ
た
︒

　

９
月
５
日
︑
第
１
１
９
回

交
通
対
策
委
員
会
（
工
藤
修

二
委
員
長
）が
開
催
さ
れ
た
︒

　

工
藤
委
員
長
に
よ
る
あ
い

さ
つ
の
あ
と
︑
議
事
で
は
︑
①

﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る

総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
﹂

の
取
り
組
み
︑
②
飲
酒
運
転

根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
︑

③
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
車
輪
脱

落
事
故
防
止
対
策
の
取
り
組

み
︑
④
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
研
修
施
設
の
追
加
申
請
︱

︱
に
つ
い
て
︑
審
議
・
承
認

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け

さ
ら
な
る
対
策
強
化
を
確
認

第119回交通対策委員会（9月5日、全ト協）

第
18
回
労
働
安
全
・
衛
生
委
員
会

に
係
る
各
種
指
標
︑
②
労
働

安
全
・
衛
生
関
係
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
状
況
︑
③
労
働
安
全

・
衛
生
関
係
助
成
事
業
︑
④

﹁
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ

ス
テ
ム
﹂
の
状
況
︱
︱
に
つ

い
て
審
議
・
承
認
︒
①
で
は
︑

業
種
別
の
労
災
補
償
状
況
の

報
告
の
あ
と
︑﹁
過
労
死
等

防
止
計
画
﹂
の
労
働
時
間
や

健
康
管
理
に
関
連
し
た
指
標

に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明

し
︑
委
員
間
で
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
︒

　

続
い
て
︑﹁
陸
上
貨
物
運

送
業
に
お
け
る
荷
役
作
業
の

安
全
対
策
に
関
す
る
検
討

会
﹂
や
︑﹁
令
和
４
年
労
働

災
害
発
生
状
況
（
速
報
）﹂

に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
ほ

か
︑最
後
に
国
土
交
通
省﹁
健

康
起
因
事
故
防
止
の
た
め
の

取
組
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
﹂（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
右
上
バ
ナ
ー
か
ら

回
答
可
能
︑
回
答
期
限
=
10

月
28
日
㈮
）
へ
の
協
力
を
委

員
に
対
し
呼
び
か
け
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

﹁
過
労
死
等
と
し
て
の
精
神

障
害
:
労
災
補
償
状
況
に

つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑（
独
）

労
働
者
健
康
安
全
機
構
労
働

安
全
衛
生
総
合
研
究
所
過
労

死
等
防
止
調
査
研
究
セ
ン
タ

ー
の
高
橋
正
也
セ
ン
タ
ー
長

が
講
演
を
行
っ
た
︒

　

9
月
15
日
︑
第
18
回
労
働

安
全
・
衛
生
委
員
会
（
楠
木

寿
嗣
委
員
長
）
が
開
催
さ
れ

た
︒

　

冒
頭
︑
役
員
の
選
任
が
行

わ
れ
︑
㈱
オ
ー
タ
カ
（
東
京

都
）
の
大
髙
一
義
社
長
︑
池

辺
運
送
㈱
（
大
阪
府
）
の
池

辺
祐
一
代
表
取
締
役
社
長
の

２
氏
を
新
副
委
員
長
に
選
任

し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
４
年
度

事
業
の
進
捗
状
況
と
し
て
︑

①
過
労
死
等
防
止
計
画
推
進

「
過
労
死
等
防
止
計
画
」推
進
に

向
け
各
種
指
標
等
に
つ
い
て
議
論

第18回労働安全・衛生委員会（9月15日、全ト
協）

（
９
月
25
日
〜
10
月
15
日
）

▽
９
月
27
日

・
第
19
回
経
営
改
善
・
情
報
化
委

員
会

▽
９
月
29
日

・
第
53
回
環
境
対
策
委
員
会

▽
10
月
５
日

・
第
27
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
大
会

▽
10
月
11
日

・
令
和
４
年
度
女
性
部
会
全
国
研

修
会

成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
︑
同
分

科
会
を
解
散
す
る
こ
と
と
し

た
︒

　

な
お
議
事
終
了
後
に
開
催

さ
れ
た
研
修
会
で
は
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く

百
貨
店
配
送
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
実
施

第
70
回
百
貨
店
部
会

　

第
70
回
百
貨
店
部
会
（
寺

田
良
朗
部
会
長
）
が
９
月
16

最
近
の
課
題
等
に
つ
い
て
﹂

を
テ
ー
マ
に
︑
国
土
交
通
省

自
動
車
局
の
日
野
祥
英
貨
物

課
長
が
講
演
を
行
っ
た
︒

日
に
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
︒

　

議
事
と
し
て
は
︑
①
令
和

３
年
度
事
業
報
告
（
案
）︑

②
役
員
の
変
更
（
案
）︑
③

４
年
度
事
業
計
画
（
案
）︑

④
５
年
度
第
71
回
百
貨
店
部

会
の
開
催
︱
︱
に
つ
い
て
審

議
し
︑原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

②
で
は
︑
こ
れ
ま
で
副
部

会
長
を
務
め
て
い
た
松
本
弘

之
氏（
兵
庫
県
）に
代
わ
り
︑

三
浦
明
正
氏
（
姫
路
合
同
貨

物
自
動
車
㈱
常
務
取
締
役
︑

兵
庫
県
）
が
副
部
会
長
に
就

任
し
た
︒

　

③
で
は
︑
百
貨
店
配
送
減

少
に
伴
う
現
状
に
つ
い
て
︑

各
地
区
の
実
情
に
応
じ
た
情

報
を
共
有
し
︑
百
貨
店
配
送

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
ほ
か
︑
繁
忙
期
に
お
け

る
労
働
力
確
保
対
策
︑
労
働

時
間
管
理
対
策
の
推
進
な
ど

を
行
う
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
④
に
つ
い
て
は
︑

兵
庫
県
で
開
催
す
る
こ
と
と

し
た
︒

第46回ダンプトラック部会（9月8日、ホテルグラ
ンヴィア広島）

第70回百貨店部会（9月16日、ヒルトン大阪）

　

令
和
４
年
﹁
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
﹂
が
︑
９
月
21

日
か
ら
30
日
ま
で
実
施
さ
れ

る
︒
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
は
︑
中
央
交
通
安
全
対
策

会
議
交
通
対
策
本
部
決
定
の

﹁
令
和
４
年
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
推
進
要
綱
﹂
お
よ

び
国
土
交
通
省
策
定
の
同
実

施
計
画
に
基
づ
き
︑
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
と
も

に
期
間
中
に
同
運
動
を
効
果

的
に
展
開
す
る
︒

　

運
動
期
間
中
に
あ
た
っ
て

は
︑
全
国
重
点
の
﹁
子
供
と

高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
確
保
﹂︑﹁
夕
暮
れ

時
と
夜
間
の
歩
行
者
事
故
等

の
防
止
及
び
飲
酒
運
転
の
根

絶
﹂︑﹁
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
遵
守
の
徹
底
﹂に
留
意
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
向
け
の
対
策
に
積

極
的
に
取
り
組
む
︒
特
に
︑

﹁
飲
酒
運
転
の
根
絶
﹂︑﹁
追

突
事
故
及
び
交
差
点
に
お
け

る
事
故
の
防
止
﹂
を
最
重
点

推
進
項
目
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
︑
同
運
動
啓
発

ポ
ス
タ
ー
を
刷
り
込
ん
で
い

る
︒

　

全
ト
協
実
施
計
画
の
概
要

は
次
の
通
り
︒

全ト協９
月
９
月
2121
日
か
ら

日
か
ら
3030
日
ま
で

日
ま
で

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

「
飲
酒
運
転
根
絶
」「
追
突
・
交
差
点
事
故
防
止
」

「
飲
酒
運
転
根
絶
」「
追
突
・
交
差
点
事
故
防
止
」

1
安
全
運
行
の
確
保

﹃
最
重
点
推
進
項
目
﹄

⑴
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
図
る

た
め
︑
全
ト
協
が
作
成
し
た

﹁
飲
酒
運
転
防
止
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
﹂
を
活
用
し
︑
運
転

者
等
に
対
す
る
ア
ル
コ
ー
ル

検
知
器
の
携
行
︑
酒
気
帯
び

の
有
無
の
測
定
方
法
及
び
測

定
結
果
の
確
実
な
報
告
等
に

つ
い
て
指
導
を
徹
底
す
る
︒

　

ま
た
︑
交
通
対
策
委
員
会

の
決
議
を
踏
ま
え
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
飲
酒
運

転
し
な
い
こ
と
の
宣
言
書
署

名
な
ど
︑
事
業
者
等
と
連
携

し
た
取
り
組
み
強
化
を
図
る
︒

⑵ 

追
突
事
故
及
び
交
差
点
に

お
け
る
事
故
の
防
止

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
死
傷
事
故
の
約
半
数
を
占

め
︑
高
速
道
路
で
は
約
６
割

を
占
め
る
﹁
追
突
事
故
﹂︑

及
び
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第

１
当
事
者
と
な
る
死
亡
・
重

傷
事
故
の
４
割
強
を
占
め
る

﹁
交
差
点
事
故
﹂
を
防
止
す

る
た
め
︑
事
故
防
止
セ
ミ
ナ

ー
を
全
国
開
催
す
る
こ
と
に

よ
り
︑
交
通
事
故
実
態
に
即

し
た
運
転
者
へ
の
指
導
・
教

育
を
促
す
︒

　

ま
た
︑
事
故
防
止
に
有
効

な
安
全
装
置
の
普
及
等
に
よ

り
︑
追
突
事
故
防
止
及
び
交

差
点
に
お
け
る
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
︒

﹃
重
点
推
進
項
目
﹄

⑶ 

子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
交
通
事
故
防
止

　

子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
傍
を
通
過
す
る
際
は
︑

十
分
に
速
度
を
落
と
す
な

ど
︑
思
い
や
り
の
あ
る
運
転

を
励
行
す
る
︒

⑷ 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
お
け

る
歩
行
中
及
び
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
︑
前
照
灯
の
早
め
の
点

灯
と
︑
昼
間
よ
り
も
控
え
め

の
速
度
で
の
走
行
の
励
行
︑

交
差
点
通
過
時
に
お
け
る
車

両
周
辺
の
歩
行
者
等
の
安
全

確
認
の
励
行
を
徹
底
す
る
︒

⑸ 

携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
用
禁
止
の
徹
底

　

乗
務
中
の
携
帯
電
話
に
よ

る
通
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
操
作
の
禁
止
に
つ
い
て
徹

底
を
図
る
︒
ま
た
︑
横
断
歩

道
に
お
い
て
歩
行
者
を
優
先

す
る
よ
う
徹
底
す
る
︒

⑹ 

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

の
防
止

　

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

は
︑
高
速
道
路
に
入
り
１
時

間
以
内
に
多
く
発
生
し
て
い

る
た
め
︑
高
速
道
路
に
入
っ

た
後
は
可
能
な
限
り
早
い
段

階
で
休
憩
を
と
ら
せ
る
な

ど
︑
高
速
道
路
に
お
け
る
事

故
防
止
を
徹
底
す
る
︒

⑺
ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
レ
ー

ラ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
や
﹁
鉄

鋼
輸
送
に
携
わ
る
プ
ロ
運
転

者
・
管
理
者
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
﹂
等
を
活
用
し
︑
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
固
定
方
法
や
鋼
材

の
固
縛
方
法
を
再
確
認
し
︑

横
転
や
荷
崩
れ
等
の
ト
レ
ー

ラ
事
故
の
防
止
を
図
る
︒

⑻
健
康
起
因
事
故
の
防
止

　

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
の
健

康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
及
び

全
ト
協
が
制
作
し
た
﹁
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
の
た
め
の
健
康

起
因
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
改
訂
版
）﹂
等
に
基
づ
き
︑

点
呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者

の
疲
労
︑
睡
眠
不
足
の
状
況

等
︑
健
康
状
態
の
確
認
を
徹

底
し
︑
体
調
急
変
に
伴
う
事

故
の
防
止
を
図
る
︒

⑼
過
労
運
転
等
の
防
止

　

事
業
者
等
は
︑運
転
者
に
︑

過
労
運
転
や
睡
眠
不
足
が
交

通
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
︑

休
憩
又
は
睡
眠
の
た
め
の
時

間
及
び
休
息
の
た
め
の
時
間

が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ
う
勤

務
時
間
及
び
乗
務
時
間
を
定

め
る
と
と
も
に
︑
運
行
管
理

者
に
対
し
て
は
運
行
経
路
︑

運
行
時
間
︑
休
憩
地
点
等
を

含
む
適
切
な
運
行
指
示
書
の

作
成
や
運
行
計
画
︑
並
び
に

乗
務
割
の
作
成
を
行
い
︑
点

呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者
の

疲
労
︑睡
眠
不
足
の
状
況
等
︑

健
康
状
態
の
確
認
を
徹
底
す

る
よ
う
指
示
し
︑
過
労
運
転

や
睡
眠
不
足
に
よ
る
運
転
の

防
止
に
努
め
る
︒

⑽ 

﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

集
﹂
を
活
用
し
た
安
全
意

識
の
高
揚

　

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
中
の
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
集
﹂
等
を
活
用

し
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
実
施
し
︑﹁
だ

ろ
う
運
転
﹂
か
ら
﹁
か
も
し

れ
な
い
運
転
﹂
を
心
掛
け
る

よ
う
徹
底
を
図
る
︒

2
車
両
の
安
全
性
の
確
保

　

事
業
者
等
は
︑﹁
自
動
車

点
検
整
備
推
進
運
動
﹂
及
び

﹁
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る

運
動
﹂を
積
極
的
に
推
進
し
︑

大
型
車
の
車
輪
脱
落
や
ス
ペ

ア
タ
イ
ヤ
落
下
に
よ
る
事
故

等
を
防
止
す
る
た
め
︑
車
両

の
日
常
点
検
及
び
定
期
点
検

の
確
実
な
実
施
に
努
め
る
と

と
も
に
︑
不
正
改
造
の
防
止

を
徹
底
す
る
︒

　

特
に
︑
近
年
︑
大
型
ト
ラ

ッ
ク
の
車
輪
脱
落
事
故
が
急

増
し
て
い
る
た
め
︑
国
土
交

通
省
通
達
に
基
づ
く
緊
急
対

策
の
取
組
で
あ
る
﹁
大
型
車

の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
な
ど
を
通
じ
︑

車
輪
脱
落
事
故
防
止
対
策
の

徹
底
を
図
る
︒

3 

事
故
情
報
等
の
収
集
に
よ

る
安
全
意
識
の
高
揚

　

事
業
者
等
は
︑
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
重
大

事
故
に
か
か
る
統
計
デ
ー

タ
﹂
や
︑
国
土
交
通
省
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
﹁
事
業
用
自
動

車
安
全
通
信
﹂
等
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
事
業
用
自
動

車
の
重
大
事
故
発
生
状
況
︑

事
業
用
自
動
車
に
係
る
各
種

安
全
対
策
等
に
つ
い
て
の
情

報
収
集
に
努

め
︑
従
業
員

の
安
全
意
識

の
高
揚
を
図

る
︒（
参
考 

「
事
業
用
自
動

車
安
全
通
信
」
登
録
用
Ｕ
Ｒ

Ｌ
、
二
次
元
コ
ー
ド
）

4
広
報
活
動
の
推
進

⑴
全
ト
協
並
び
に
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
ポ
ス

タ
ー
︑
機
関
紙
（
誌
）︑
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
︑
本

運
動
の
主
旨
の
徹
底
を
図
る
︒

⑵
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
及
び
事
業
者
は
︑
社
内
報

等
の
他
︑
ポ
ス
タ
ー
︑
垂
れ

幕
︑立
て
看
板
等
の
掲
示
や
︑

運
行
管
理
者
及
び
運
転
者
を

対
象
と
す
る
講
習
会
等
の
開

催
に
努
め
︑
本
運
動
の
趣
旨

を
周
知
さ
せ
る
と
と
も
に
安

全
意
識
の
向
上
を
図
る
よ
う

働
き
か
け
る
︒

⑶
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
は
︑
子
ど
も
や
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
安
全
教
室
の
開

催
や
︑
一
般
市
民
を
対
象
と

し
た
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
を

主
催
あ
る
い
は
共
催
す
る
な

ど
し
︑
地
域
に
お
け
る
交
通

安
全
の
啓
発
も
積
極
的
に
行

う
︒

　

な
お
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
等
の
状
況
を
踏

ま
え
︑
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
運
動
を
展
開
す
る
︒

令
和
4
年
8
月
豪
雨
被
害
に
御
見
舞
金

坂
本
会
長
自
ら

東
北
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
９

月
13
日
︑
東
北
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
︑
今
般
の
令
和
４
年
８

月
豪
雨
の
災
害
に
対
す
る
御
見

舞
金
を
寄
贈
し
た
︒
当
日
は
︑

坂
本
克
己
全
ト
協
会
長
が
東
北

ト
協
の
庄
子
清
一
会
長
を
訪
問

し
︑
御
見
舞
金
（
目
録
）
を
直

接
手
渡
し
た
（
写
真
）︒

　

な
お
︑
贈
呈
に
は
︑
千
葉
孝

男
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
お
よ
び
臼
井
真
人
同
協
会
副

会
長
の
ほ
か
宮
城
県
ト
協
役
員

も
同
席
し
た
︒

坂本会長（左）から御見舞金を寄贈された庄子東北ト協会長（右）
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ニ
ュ
ー
ス
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タ
ー
ミ
ナ
ル
（
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ニ
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ー
ス
等
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ニ
ュ
ー
ス
・
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ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
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タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
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協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

 ◇トラックの「改善基準告示」見直しのポイント
現　行 見直し後

１年、１か月
拘束時間

・原則：月 293 時間
・特例：年 3,516 時間の範囲で月 320 時

間（年間６か月まで）を上限

・原則：年 3,300 時間の範囲で月 284 時間
・特例：年 3,400 時間の範囲で月 310 時間（年間６か月まで）を上

限
・１か月 284 時間を超える月が３か月を超えて連続しないものとし、

１か月の時間外・休日労働時間数が 100 時間未満となるよう努め
る。

１日の
拘束時間

・拘束：13 時間（最大 16 時間、15 時間
超は週２回まで）

・原則：13 時間（最大 15 時間）
・例外：１週間の運行がすべて長距離（450㎞以上）であり、かつ、

住所地以外の場所においては、１週間のうち２回に限り最大 16 時
間とすることができる。

・１日 14 時間を超える回数をできるだけ少なくするよう努める。（1
週 2 回以内）

１日の
休息期間 ・休息：８時間

・原則：11 時間努力義務（下限９時間）
・例外：１週間の運行がすべて長距離（450㎞以上）であり、かつ、

住所地以外の場所における休息について、１週間のうち２回に限り
８時間以上とすることができる。この場合、一の運行終了後 12 時
間以上の休息期間を与える。

運転時間 ・１日：９時間（２日平均）
・１週：44 時間（２週平均） ・現行どおり

連続運転時間
（運転の中断）

・連続運転時間：４時間
・運転の中断：合計 30 分
（10 分に分割可）

・連続運転時間は、４時間まで。SA・PA 等に駐車できない場合４時
間 30 分まで延長することができる。

・運転の中断：1 回が概ね 10 分以上、かつ、合計 30 分以上。当該
運転の中断は原則休憩。

日
が
連
続
し
な
い
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
︒

⑵
２
人
乗
務
の
特
例

・
自
動
車
運
転
者
が
同
時
に
１
台

の
自
動
車
に
２
人
以
上
乗
務
す
る

場
合
（
車
両
内
に
身
体
を
伸
ば
し

て
休
息
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備

が
あ
る
場
合
に
限
る
︒）
に
お
い
て

は
︑
最
大
拘
束
時
間
を
20
時
間
ま

で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま

た
︑
休
息
期
間
は
４
時
間
ま
で
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

・
た
だ
し
︑
当
該
設
備
が
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
車
両
内
ベ
ッ

ド
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の（
以
下

﹁
車
両
内
ベ
ッ
ド
等
﹂
と
い
う
︒）

で
あ
る
と
き
は
︑
拘
束
時
間
を
24

時
間
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
︒

・
ま
た
︑
当
該
車
両
内
ベ
ッ
ド
等

に
お
い
て
８
時
間
以
上
の
仮
眠
時

間
を
与
え
る
場
合
に
は
︑
当
該
拘

束
時
間
を
28
時
間
ま
で
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
︒

・
こ
の
場
合
に
お
い
て
︑
一
の
運

行
終
了
後
︑
継
続
11
時
間
以
上
の

休
息
期
間
を
与
え
る
も
の
と
す
る
︒

ア　

車
両
内
ベ
ッ
ド
は
︑
長
さ
１

９
８
㌢
㍍
以
上
︑
か
つ
︑
幅
80
㌢

㍍
以
上
の
連
続
し
た
平
面
で
あ
る

こ
と
︒

イ　

車
両
内
ベ
ッ
ド
は
︑
ク
ッ
シ
ョ

ン
材
等
に
よ
り
走
行
中
の
路
面
等

か
ら
の
衝
撃
が
緩
和
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
︒

⑶
隔
日
勤
務
の
特
例

・
業
務
の
必
要
上
︑
や
む
を
得
な

い
場
合
に
は
︑
当
分
の
間
︑
次
の

条
件
の
下
で
隔
日
勤
務
に
就
か
せ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
︒

・
２
暦
日
に
お
け
る
拘
束
時
間

は
︑
21
時
間
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
事
業

場
内
仮
眠
施
設
又
は
使
用
者
が
確

保
し
た
同
種
の
施
設
に
お
い
て
︑

夜
間
に
４
時
間
以
上
の
仮
眠
時
間

を
与
え
る
場
合
に
は
︑
２
週
間
に

つ
い
て
３
回
を
限
度
に
︑
こ
の
２
暦

日
に
お
け
る
拘
束
時
間
を
24
時
間

ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
︒
こ
の
場
合
に
お
い
て

も
︑
２
週
間
に
お
け
る
総
拘
束
時

間
は
１
２
６
時
間
（
21
時
間
×
６

勤
務
）
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
と
す
る
︒

・
勤
務
終
了
後
︑
継
続
20
時
間

以
上
の
休
息
期
間
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
︒

⑷ 

フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
す
る
場
合
の

特
例

・
自
動
車
運
転
者
が
勤
務
の
中
途

に
お
い
て
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
す
る

場
合
︑
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
し
て
い

る
時
間
は
︑
原
則
と
し
て
︑
休
息

期
間
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
す

る
︒

・
そ
の
場
合
︑
休
息
期
間
と
さ
れ

た
時
間
を
与
え
る
べ
き
休
息
期
間

の
時
間
か
ら
減
ず
る
こ
と
が
で
き

る
が
︑
減
算
後
の
休
息
期
間
は
︑

２
人
乗
務
の
場
合
を
除
き
︑
フ
ェ

リ
ー
下
船
時
刻
か
ら
勤
務
終
了
時

刻
ま
で
の
間
の
時
間
の
２
分
の
１

を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

す
る
︒
な
お
︑
フ
ェ
リ
ー
の
乗
船

時
間
が
８
時
間
（
※
）
を
超
え
る

場
合
に
は
︑
原
則
と
し
て
フ
ェ
リ

ー
下
船
時
刻
か
ら
次
の
勤
務
が
開

始
さ
れ
る
も
の
と
す
る
︒

（
※
）
２
人
乗
務
の
場
合
に
は
４

時
間
︑
隔
日
勤
務
の
場
合
に
は
20

時
間

8
休
日
労
働
に
つ
い
て

　

休
日
労
働
は
２
週
間
に
つ
い
て

１
回
を
超
え
な
い
も
の
と
し
︑
当

該
休
日
労
働
に
よ
っ
て
︑
上
記
に

定
め
る
拘
束
時
間
の
限
度
を
超
え

な
い
も
の
と
す
る
︒

以
上

「
健
康
起
因
事
故
防
止
の

た
め
の
取
組
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
へ
協
力
依
頼

10
月
28
日
ま
で

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
ア
ク
セ
ス

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
事
業

用
自
動
車
運
転
者
の
疾
病
に

よ
り
運
転
を
継
続
で
き
な
く

な
っ
た
事
案
の
発
生
件
数
が

近
年
増
加
し
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
︑
健
康
起
因
事
故
防

止
の
た
め
︑
主
要
疾
病
の
早

期
発
見
に
有
効
と
考
え
ら
れ

る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を

よ
り
効
果
的
な
も
の
と
し
て

普
及
さ
せ
る
検
討
を
行
っ
て

い
る
︒
同
省
で
は
そ
の
検
討

に
活
用
す
る
た
め
︑
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
検
査
の
受
診
状
況

を
調
査
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

毎
年
実
施
し
て
お
り
︑
本
年

も
10
月
28
日
㈮
ま
で
に
︑
全

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
従
事

す
る
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間

等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
︑
労
働
政
策
審
議

会
労
働
条
件
分
科
会
の
下
に
設
置

さ
れ
た
自
動
車
運
転
者
労
働
時
間

等
専
門
委
員
会
ト
ラ
ッ
ク
作
業
部

会
に
お
い
て
︑
令
和
３
年
４
月
30

日
以
降
︑
精
力
的
に
議
論
を
深
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　

自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等

の
規
制
に
つ
い
て
は
︑﹁
自
動
車
運

転
者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た

め
の
基
準
﹂（
平
成
元
年
労
働
省

告
示
第
７
号
︒
以
下
﹁
改
善
基
準

告
示
﹂
と
い
う
︒）
に
よ
り
︑
拘

束
時
間
︑
休
息
期
間
等
に
つ
い
て

上
限
基
準
等
が
設
け
ら
れ
︑
そ
の

遵
守
を
図
っ
て
き
た
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
脳
・
心
臓
疾

患
に
よ
る
労
災
支
給
決
定
件
数
に

お
い
て
︑
運
輸
業
・
郵
便
業
が
全

業
種
に
お
い
て
最
も
支
給
決
定
件

数
の
多
い
業
種
（
令
和
３
年
度

:
59
件
（
う
ち
死
亡
の
件
数
は

22
件
））
と
な
る
な
ど
︑
依
然
と

し
て
長
時
間
・
過
重
労
働
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
自
動
車

運
転
者
の
過
重
労
働
を
防
ぐ
こ
と

は
︑
労
働
者
自
身
の
健
康
確
保
の

み
な
ら
ず
︑
国
民
の
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
︒

　

改
善
基
準
告
示
は
︑
法
定
労
働

時
間
の
段
階
的
な
短
縮
を
踏
ま
え

て
見
直
し
が
行
わ
れ
た
平
成
９
年

の
改
正
以
降
︑
実
質
的
な
改
正
は

行
わ
れ
て
い
な
い
が
︑
こ
の
間
︑

労
働
者
１
人
当
た
り
の
年
間
総
実

労
働
時
間
は
︑緩
や
か
に
減
少
（
令

和
３
年
１
６
３
３
時
間
（
平
成
５

年
比
:
マ
イ
ナ
ス
２
８
７
時
間
））

日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
回
答
に

協
力
を
求
め
て
い
る
（
二
次

元
コ
ー
ド
）︒

　

な
お
︑
同
省
で
は
︑
回
答

内
容
に
つ
い
て
目
的
以
外
に

は
使
用
せ
ず
︑
ま
た
︑
回
答

内
容
を
監
査
の
端
緒
等
に
す

る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る
︒

 

大
阪
・
関
西
万
博
特
別
仕

様
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
作

成10
月
24
日
よ
り
交
付
開
始

　

国
土
交
通
省
は
９
月
９

日
︑
２
０
２
５
年
日
本
国
際

博
覧
会（
大
阪
・
関
西
万
博
）

の
開
催
を
記
念
し
た
特
別
仕

様
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
（
写

真
）
を
10
月
24
日
㈪
か
ら
交

付
す
る
と
発
表
し
た
︒

し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑﹁
血
管
病
変
等
を
著
し

く
増
悪
さ
せ
る
業
務
に
よ
る
脳
血

管
疾
患
及
び
虚
血
性
心
疾
患
等
の

認
定
基
準
﹂（
脳
・
心
臓
疾
患
に

係
る
労
災
認
定
基
準
）
に
つ
い
て

は
︑
平
成
13
年
の
改
正
で
︑
新
た

に
︑
発
症
前
１
か
月
間
に
１
０
０

時
間
ま
た
は
２
~
６
か
月
間
平
均

で
月
80
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労

働
（
休
日
労
働
を
含
む
︒）
が
評

価
対
象
に
加
え
ら
れ
︑
令
和
３
年

の
改
正
で
は
︑
さ
ら
に
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
が
短
い
勤
務
に
つ
い
て

も
評
価
対
象
に
加
え
ら
れ
た
︒

　

そ
し
て
︑
平
成
30
年
に
成
立
し

た
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
（
平
成
30
年
法
律
第
71
号
︒

以
下
﹁
働
き
方
改
革
関
連
法
﹂
と

い
う
︒）
で
は
︑
労
働
基
準
法
が

改
正
さ
れ
て
新
た
に
時
間
外
・
休

日
労
働
の
上
限
が
設
け
ら
れ
︑
罰

則
を
も
っ
て
そ
の
履
行
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
自
動
車
運

転
者
に
つ
い
て
も
︑
令
和
６
年
４

月
以
降
︑時
間
外
労
働
に
つ
い
て
︑

月
45
時
間
及
び
年
３
６
０
時
間
の

限
度
時
間
並
び
に
︑
臨
時
的
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
で
の
年
９
６

０
時
間
の
上
限
時
間
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
働
き
方
改
革
関
連
法
の

国
会
附
帯
決
議
事
項
と
し
て
︑
過

労
死
等
の
防
止
の
観
点
か
ら
改
善

基
準
告
示
の
総
拘
束
時
間
等
の
改

善
を
求
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
︑
当
作

業
部
会
に
お
い
て
改
善
基
準
告
示

及
び
関
係
通
達
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
結
果
は
︑
下
記

　

問
い
合
わ
せ
先　

︻
調
査
主
体
︼
国
土
交
通
省

自
動
車
局
安
全
政
策
課
（
担

当
:
上
田　

電
話
０
３
・

５
２
５
３
・
８
１
１
１
﹇
内
線 

４
１
６
２
５
﹈）

︻
調
査
実
施
︼
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱（
担

当
:
福
田　

電
話
０
３
・

３
３
４
９
・
５
４
３
５
）

　

こ
の
特
別
仕
様
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
は
︑
同
万
博
の
開

催
機
運
の
醸
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
︑
令
和
４
年
10
月

24
日
㈪
~
７
年
12
月
26
日
㈮

の
約
３
年
間
の
期
間
限
定
で
︑

全
国
で
交
付
す
る
も
の
︒
同

万
博
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

﹁
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
﹂
を
連
想

さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い

る
︒
な
お
︑
事
業
用
登
録
自

動
車
用
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

の
と
お
り
で
あ
る
︒

　

こ
の
報
告
を
受
け
て
︑
厚
生
労

働
省
に
お
い
て
︑
令
和
６
年
４
月

の
施
行
に
向
け
て
︑
改
善
基
準
告

示
及
び
関
係
通
達
の
改
正
を
速
や

か
に
行
う
と
と
も
に
︑
関
係
者
に

幅
広
く
周
知
を
行
う
こ
と
が
適
当

で
あ
る
︒

記

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
従
事
す

る
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等

の
改
善
の
た
め
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
改
め
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
。

1 

１
か
月
当
た
り
の
拘
束
時
間
に
つ

い
て

　

拘
束
時
間
は
︑
年
間
の
総
拘
束

時
間
が
３
３
０
０
時
間
︑
か
つ
︑

１
か
月
の
拘
束
時
間
が
２
８
４
時

間
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
︒

　

た
だ
し
︑
労
使
協
定
に
よ
り
︑

年
間
６
か
月
ま
で
は
︑
年
間
の
総

拘
束
時
間
が
３
４
０
０
時
間
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
︑
１
か

月
の
拘
束
時
間
を
３
１
０
時
間
ま

で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
︒
こ
の
場
合
に
お
い
て
︑

１
か
月
の
拘
束
時
間
が
２
８
４
時

間
を
超
え
る
月
が
３
か
月
を
超
え

て
連
続
し
な
い
も
の
と
し
︑
１
か

月
の
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
数

が
１
０
０
時
間
未
満
と
な
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
︒

2 

１
日
の
拘
束
時
間
、
休
息
期
間

に
つ
い
て

⑴
拘
束
時
間

・
１
日
（
始
業
時
刻
か
ら
起
算
し

て
24
時
間
を
い
う
︒
以
下
同
じ
︒）

に
つ
い
て
の
拘
束
時
間
は
︑
13
時

付
料
金
は
地

域
に
よ
っ
て

異
な
る
た
め
︑

詳
細
は
国
交

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
の
こ
と
︒

な
お
︑交
付
料
金
に
加
え
て
︑

同
万
博
の
開
催
に
関
連
し
た

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど

を
支
援
す
る
１
０
０
０
円
以

上
の
寄
付
を
行
っ
た
場
合
に

は
︑
フ
ル
カ
ラ
ー
版
の
特
別

仕
様
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
寄
付
の
な
い
場
合
は
モ
ノ

ト
ー
ン
版
の
み
）︒

１
日
当
た
り
９
時
間
︑
２
週
間
を

平
均
し
１
週
間
当
た
り
44
時
間
を

超
え
な
い
も
の
と
す
る
︒

4
連
続
運
転
時
間
に
つ
い
て

　

連
続
運
転
時
間
（
１
回
が
概
ね

連
続
10
分
以
上
（
※
）
で
︑か
つ
︑

合
計
が
30
分
以
上
の
運
転
の
中
断

を
す
る
こ
と
な
く
連
続
し
て
運
転

す
る
時
間
を
い
う
︒
以
下
同
じ
︒）

は
︑
４
時
間
を
超
え
な
い
も
の
と

す
る
︒
当
該
運
転
の
中
断
は
︑
原

則
休
憩
と
す
る
︒

（
※
）
通
達
に
お
い
て
︑﹁
概
ね

連
続
10
分
以
上
﹂と
は
︑例
え
ば
︑

10
分
未
満
の
運
転
の
中
断
が
３
回

以
上
連
続
し
な
い
こ
と
等
を
示
す

こ
と
と
す
る
︒

　

た
だ
し
︑
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
︑

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
等
に
駐
車
又

は
停
車
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
︑

や
む
を
得
ず
連
続
運
転
時
間
が
４

時
間
を
超
え
る
場
合
に
は
︑
30
分

ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
︒

5 

予
期
し
得
な
い
事
象
に
遭
遇
し

た
場
合
に
つ
い
て

　

事
故
︑
故
障
︑
災
害
等
︑
通

常
予
期
し
得
な
い
事
象
に
遭
遇

し
︑
一
定
の
遅
延
が
生
じ
た
場
合

に
は
︑
客
観
的
な
記
録
が
認
め
ら

れ
る
場
合
に
限
り
︑
１
日
の
拘
束

時
間
︑運
転
時
間
（
２
日
平
均
）︑

連
続
運
転
時
間
の
規
制
の
適
用
に

当
た
っ
て
は
︑
そ
の
対
応
に
要
し

た
時
間
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
す
る
︒
勤
務
終
了
後
の
休
息

期
間
は
︑
継
続
11
時
間
以
上
与
え

る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
基
本
と

し
︑
継
続
９
時
間
を
下
回
ら
な
い

も
の
と
す
る
︒

（
具
体
的
な
事
由
）

ア　

運
転
中
に
乗
務
し
て
い
る
車

両
が
予
期
せ
ず
故
障
し
た
場
合

イ　

運
転
中
に
予
期
せ
ず
乗
船
予

定
の
フ
ェ
リ
ー
が
欠
航
し
た
場
合

ウ　

運
転
中
に
災
害
や
事
故
の
発

生
に
伴
い
︑
道
路
が
封
鎖
さ
れ
た

場
合
︑
道
路
が
渋
滞
し
た
場
合

エ　

異
常
気
象
（
警
報
発
表
時
）

に
遭
遇
し
︑
運
転
中
に
正
常
な
運

行
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

6 

住
所
地
に
お
け
る
休
息
期
間
に

つ
い
て

　

自
動
車
運
転
者
の
住
所
地
に
お

け
る
休
息
期
間
が
そ
れ
以
外
の
場

所
に
お
け
る
休
息
期
間
よ
り
長
く

な
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
︒

7 
拘
束
時
間
及
び
休
息
期
間
の
特

例
に
つ
い
て

⑴
休
息
期
間
の
分
割
の
特
例

・
業
務
の
必
要
上
︑勤
務
終
了
後
︑

継
続
９
時
間
以
上
（
※
）
の
休
息

期
間
を
与
え
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
︑
当
分
の
間
︑
一
定
期
間

に
お
け
る
全
勤
務
回
数
の
２
分
の

１
を
限
度
に
︑
休
息
期
間
を
拘
束

時
間
の
途
中
及
び
拘
束
時
間
の
経

過
直
後
に
分
割
し
て
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
︒
こ
の
場

合
に
お
い
て
︑
分
割
さ
れ
た
休
息

期
間
は
︑
１
日
に
お
い
て
1
回
当

た
り
継
続
３
時
間
以
上
︑
合
計
10

時
間
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
︒

（
※
）
長
距
離
貨
物
運
送
に
従
事

す
る
自
動
車
運
転
者
で
あ
っ
て
︑

１
週
間
に
お
け
る
運
行
が
す
べ
て

長
距
離
貨
物
運
送
で
あ
り
︑か
つ
︑

一
の
運
行
に
お
け
る
休
息
期
間
が

住
所
地
以
外
の
場
所
に
お
け
る
も

の
で
あ
る
場
合
は
継
続
８
時
間
以

上・
な
お
︑
一
定
期
間
は
︑
１
か
月

程
度
を
限
度
と
す
る
︒
分
割
は
︑

２
分
割
に
限
ら
ず
︑
３
分
割
も
認

め
ら
れ
る
が
︑
３
分
割
さ
れ
た
休

息
期
間
は
１
日
に
お
い
て
合
計
12

時
間
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
︒
こ
の
場
合
に
お
い

て
︑
休
息
期
間
が
３
分
割
さ
れ
る

ト
に
は
︑
緑
色
の
枠
取
り
等

の
塗
色
が
施
さ
れ
る
︒

　

事
前
申
込
の
受
付
開
始

は
︑
９
月
26
日
㈪
か
ら
︒
交

間
を
超
え
な
い
も
の
と
し
︑
当
該

拘
束
時
間
を
延
長
す
る
場
合
で
あ

っ
て
も
︑
１
日
に
つ
い
て
の
拘
束
時

間
の
限
度
（
以
下
﹁
最
大
拘
束
時

間
﹂と
い
う
︒）は
15
時
間
と
す
る
︒

・
た
だ
し
︑
自
動
車
運
転
者
の
１

週
間
に
お
け
る
運
行
が
す
べ
て
長

距
離
貨
物
運
送
（
一
の
運
行
（
自

動
車
運
転
者
が
所
属
す
る
事
業
場

を
出
発
し
て
か
ら
当
該
事
業
場
に

帰
着
す
る
ま
で
を
い
う
︒
以
下
同

じ
︒）
の
走
行
距
離
が
４
５
０
㌔
㍍

以
上
の
貨
物
運
送
を
い
う
︒
以
下

同
じ
︒）
で
あ
り
︑
か
つ
︑
一
の
運

行
に
お
け
る
休
息
期
間
が
住
所
地

以
外
の
場
所
に
お
け
る
も
の
で
あ

る
場
合
︑
当
該
１
週
間
に
つ
い
て

２
回
に
限
り
最
大
拘
束
時
間
を
16

時
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

・
最
大
拘
束
時
間
ま
で
延
長
す
る

場
合
で
あ
っ
て
も
︑
１
日
に
つ
い
て

の
拘
束
時
間
が
14
時
間
を
超
え
る

回
数
（
※
）
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
︒

（
※
）
通
達
に
お
い
て
︑﹁
１
週

間
に
つ
い
て
２
回
以
内
﹂
を
目
安

と
し
て
示
す
こ
と
と
す
る
︒

⑵
休
息
期
間

・
休
息
期
間
は
︑
勤
務
終
了
後
︑

継
続
11
時
間
以
上
与
え
る
よ
う
努

め
る
こ
と
を
基
本
と
し
︑
継
続
９

時
間
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
す
る
︒

・
た
だ
し
︑
自
動
車
運
転
者
の
１

週
間
に
お
け
る
運
行
が
す
べ
て
長

距
離
貨
物
運
送
で
あ
り
︑
か
つ
︑

一
の
運
行
に
お
け
る
休
息
期
間
が

住
所
地
以
外
の
場
所
に
お
け
る
も

の
で
あ
る
場
合
︑
当
該
１
週
間
に

つ
い
て
２
回
に
限
り
︑
継
続
８
時

間
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

こ
の
場
合
に
お
い
て
︑
一
の
運
行

終
了
後
︑
継
続
12
時
間
以
上
の
休

息
期
間
を
与
え
る
も
の
と
す
る
︒

3
運
転
時
間
に
つ
い
て

　

運
転
時
間
は
︑
２
日
を
平
均
し

し
た
﹁
大
規
模
法
人
部
門
﹂

と
︑
中
小
規
模
の
企
業
等
を

対
象
と
し
た
﹁
中
小
規
模
法

人
部
門
﹂の
２
部
門
が
あ
る
︒

な
お
︑
中
小
規
模
法
人
部
門

の
上
位
法
人
５
０
０
社
は
︑

﹁
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
﹂
と
し

て
認
定
さ
れ
る
︒

　

中
小
規
模
法
人
部
門
の
認

定
申
請
期
間
は
︑
10
月
21
日

㈮
17
時
ま
で
︒
選
定
・
認
定

時
期
は
令
和
５
年
３
月
頃
の

予
定
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
同
法

人
認
定
事
務
局
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
﹁
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！ 

健
康
経
営
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
の
こ
と
︒

「
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
３
」
申
請
受
付

を
開
始

締
切
は
10
月
21
日
㈮
17
時

　

経
済
産
業
省
は
８
月
22
日
︑

﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０

２
３
﹂
の
申
請
受
付
を
開
始

し
た
と
発
表
し
た
︒

　

同
制
度
は
︑
健
康
経
営
を

実
践
し
て
い
る
大
企
業
や
中

小
企
業
等
が
社
会
的
に
評
価

さ
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
を
目
的
に
︑
日
本
健
康
会

議
が
認
定
す

る
制
度
︒
大

規
模
の
企
業

等
を
対
象
と

経 産 省

10
月
は
「
年
次
有
給
休

暇
取
得
促
進
期
間
」

集
中
的
な
広
報
活
動
を
実
施

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
年
休

を
取
得
し
や
す
い
環
境
整
備

を
推
進
す
る
た
め
毎
年
10
月

　

な
お
︑
同
省
が
運
営
し
て

い
る
﹁
働
き
方
・
休
み
方
改

善
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
﹂で
は
︑

企
業
お
よ
び
従
業
員
が
自
社

の
働
き
方
・
休
み
方
に
関
す

る
現
状
や
課
題
等
を
簡
易
に

自
己
診
断
で
き
る
ツ
ー
ル
を

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
︑
企
業

の
取
組
事
例
や
働
き
方
・
休

み
方
に
関
す
る
資
料
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

を
﹁
年
次
有
給
休
暇
取
得
促

進
期
間
﹂
と
定
め
︑
集
中
的

な
広
報
活
動
を
実
施
す
る
︒

　

年
次
有
給
休
暇
（
年
休
）

の
取
得
促
進
に
つ
い
て
は
﹁
ニ

ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
﹂

（
平
成
28
年
６
月
２
日
閣
議

決
定
）
に
お
い
て
﹁
企
業
に

お
け
る
労
使
一
体
で
の
年
次

有
給
休
暇
の
取
得
向
上
﹂
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
︑
ま
た
改

正
労
働
基
準
法
に
よ
り
31
年

４
月
か
ら
︑
全
て
の
企
業
に

お
い
て
年
10
日
以
上
の
年
休

が
付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対

す
る
年
５
日
の
年
休
の
確
実

な
取
得
が
求
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

同
省
で
は
同
期
間
の
実
施

を
通
じ
︑
事
業
者
に
対
し
て

年
休
の
計
画
的
付
与
制
度
や

時
間
単
位
の
年
休
制
度
の
導

入
な
ど
も
含
め
︑
年
休
を
取

得
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を

呼
び
か
け
て
い
く
︒

転
嫁
円
滑
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
実

施
に
向
け
法
令
遵
守
状
況
の

自
主
点
検
ア
ン
ケ
ー
ト

国
交
省
か
ら
協
力
依
頼

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
る
価
値
創
造
の
た

め
の
転
嫁
円
滑
化
施
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
﹂
の
実
施
に
向
け
た

法
令
遵
守
状
況
の
自
主
点
検

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
︒﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
価
値
創
造
の
た
め

の
転
嫁
円
滑

化
施
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
﹂は
︑

政
府
が
︑
中

小
企
業
等
が
労
務
費
︑
原
材

料
費
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
上
昇
分
を
適
切
に
転
嫁
で

き
る
よ
う
に
し
︑
賃
金
引
上

げ
の
環
境
を
整
備
す
る
た

め
︑
取
り
ま
と
め
た
も
の
︒

そ
の
中
で
法
違
反
が
多
く
認

め
ら
れ
る
業
種
に
つ
い
て
は
︑

法
遵
守
状
況
の
自
主
点
検
を

要
請
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

道
路
貨
物
運
送
業
は
︑ 

下
請

法
違
反
行
為
が
多
く
認
め
ら

れ
る
業
種
と
し
て
選
定
さ

れ
︑
法
遵
守
状
況
の
自
主
点

検
の
対
象
に
該
当
す
る
こ
と

か
ら
︑
国
土
交
通
省
か
ら
全

ト
協
に
対
し
て
︑
各
事
業
者

に
対
し
自
主
点
検
を
行
う
よ

う
要
請
が
あ
っ
た
︒

　

回
答
期
限
は
10
月
21
日
㈮

ま
で
で
︑
回
答
方
法
は
右
上

の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

https://form
s.gle/

KfLCTFUNVyyrffB 9A

か
ら
︒

　

問
い
合
わ
せ
は
︑
全
ト
協

企
画
部
（
電
話
０
３
・
３
３

５
４
・
１
０
３
７
）
ま
で
︒

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
従
事
す
る
自
動
車
運
転
者
の
労
働

時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
の
在
り
方
に
つ
い
て（
報
告
案
）

受
変
電
設
備
工
事
の
た
め

全
館
一
時
休
業

三
次
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

三
次
Ｔ
Ｓ
で
は
︑
受
変
電
設

備
工
事
の
た
め
︑
10
月
１
日
㈯

８
時
30
分
~
18
時
ま
で
の
間
︑

全
館
を
一
時
休
業
す
る
︒

　

な
お
︑
駐
車
場
は
利
用
可
能

だ
が
︑
外
ト
イ
レ
（
男
子
小
を

除
く
）︑
自
動
販
売
機
は
利
用

不
可
と
な
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

１面に関連



（4）第2207号（第3種郵便物認可）令和4年（2022年）9月25日

エコドライブ推進の一助にもエコドライブ推進の一助にも

健康管理と運転の基本を再認識
〔第118回〕

　８月、愛知県の高速道路でバスが横転・炎上し、９人が死傷
する事故（8/22）があり、大きなニュースとなりました。また、
その2日後（8/24）には、茨城県の国道で路線バスとトラック
が正面衝突する事故が、9月１日にはタンクローリーが住宅に
突っ込むなど、大きな事故が多発しています。夏場の疲れが出
やすいこの時期は、一層の注意が必要です。

●日々の健康管理をしっかり行う

Ａさん「先月、愛知県の高速道路でバスが横転・炎上して９人
が死傷した事故は大きなニュースになったね」

Ｂさん「僕もみたよ。業界が違うとはいえ、他人事とは思えな
い事故だね。原因はなんだろう」

Ａさん「ちゃんとした原因は今後発表されると思うけれど、本
線の右側を走っていたバスが左にふらつき、車線をま
たぐなどの様子が周辺車両のドライブレコーダに記録
されていたという報道があるから、なんらかの原因で
突然、コントロールできなくなったんじゃないかな」

Ｂさん「高速道路でコントロールを失う……。考えただけでお
そろしいよ」

Ａさん「そうならないように、日頃から車をしっかり整備しな
いといけないし、健康にも気をつけなければならない
ね」

Ｂさん「そうだよ。バスもトラックも、安全に人やモノを運ばな
ければならないからね。Ａさんは、健康管理について
は気をつけていることはあるの」

Ａさん「そうだな。食事については、妻が栄養バランスを考えて
作ってくれている。また、休みの日はしっかりリフレッ
シュすることと、翌日の業務に備えて十分な睡眠をとる
ことを心がけているよ。つまり、規則正しい生活だね。
Ｂさんはどうかな」

Ｂさん「僕もＡさんと大体同じかな。食事についていえば、なる
べく決まった時間に食べるようにしているよ。あとは、
時間を見つけてジョギングしたり、運動することを心
がけているよ。運動していると、生活習慣病の予防の
ほかにも気分がリフレッシュできるからね。ただし、疲
れをためないように気をつけているよ」

Ａさん「ドライバーも高齢化がどんどん進み、健康管理はより
重要なことになるから、お互いに気をつけようね」

Ｂさん「そうだね」

●事故が多発傾向

Ａさん「そういえば、愛知の事故の2日後に、茨城県で路線バス
とトラックが正面衝突する事故が発生したんだ。現場
は緩いカーブで、トラックがセンターラインをはみ出し
たといわれている。この事故でトラックドライバーが死
亡したんだ」

Ｂさん「痛ましい事故だね。カーブを走る時は錯覚が起こって、
右カーブは対向車線が広く、左カーブは自車線が広く
見える。ドライバーは広い車線に視線が向き、その方向
にハンドルを切る傾向がある。気をつけていないとセ
ンターラインを越えていることがあるからね」

Ａさん「Ｂさんが言ったことが原因かどうかはまだ分からない
けれど、錯覚も事故に繋がる危険があるから気をつけ
ないとね」

●改めて基本に忠実な運転を

Ｂさん「それにこの時期は、少し暑さも和らいで過ごしやすく

なる半面、夏場の疲れが出やすい時期でもあるから、
運転は注意しなければいけないよ」

Ａさん「そうだね。夏場の疲れが出て体調を崩したり、夏の疲
れがたまって安全確認が疎かになったり、ハンドルや
ブレーキ操作が雑になるなど、事故の危険が高くなる
時期かもしれないね。そして、ちょっとのミスが大惨事
に繋がる。このことをしっかり理解しておかないとい
けないね」

Ｂさん「『日々の健康管理』はもちろん、『スピード抑止』、『安
全確認の徹底』はもう一度肝に銘じておかないとね」

Ａさん「９月21日から30日までの10日間、『秋の全国交通安全
運動』が実施される。僕たちドライバーがしっかりお手
本を示していきたいね」

～坂道編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�勾配の急な下り坂では、追越しが禁止されている。　　　　
（ ○・× ）

❷	�坂の頂上付近は、駐車は禁止されているが、停車は禁止され
ていない。（ ○・× ）

❸	�上り坂で前の車に続いて停車するときは、なるべく前車に接
近して停車する。（ ○・× ）

❹	�下り坂では低速ギアを用い、フットブレーキをフルに活用し
てスピードを調整しながら走行する。（ ○・× ）

❺	�近くに待避所のない坂道ですれ違いが難しいときは、下りの
車が上りの車に道を譲る。（ ○・× ）

（解答は9面）

②

ー
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
早
川
典

雄
取
締
役
が
﹁
Ｓ
Ｉ
Ｐ
ス
マ

ー
ト
物
流
サ
ー
ビ
ス
﹃
地
域

物
流
﹄
の
取
り
組
み
﹂
に
つ

い
て
紹
介
︒
そ
れ
ら
を
受
け

て
︑
委
員
に
よ
る
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
︒

　

な
お
︑
同
会
合
は
今
後
各

年
度
に
１
回
開
催
す
る
と
し

て
い
る
︒

 

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
運

行
可
能
路
線
を
拡
充

駐
車
マ
ス
整
備
も
加
速
へ

　

国
土
交
通
省
は
９
月
15

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会
基
本
政
策
部
会

第
22
回
物
流
小
委
員
会
（
委

員
長
・
根
本
敏
則
敬
愛
大
学

経
済
学
部
教
授
）を
開
催
し
︑

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
路

線
拡
充
等
に
つ
い
て
審
議
を

行
っ
た
︒

　

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
は
︑

平
成
31
年
に
新
東
名
高
速
道

路
海
老
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
~
豊
田
東
Ｊ
Ｃ

Ｔ
間
で
本
格
導
入
さ
れ
︑
令

和
元
年
に
は
東
北
自
動
車
道

北
上
江
釣
子
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
~
九
州
自
動

車
道
大
宰
府
Ｉ
Ｃ
間
（
約
２

０
５
０
㌔
㍍
）
で
運
行
可
能

と
な
っ
て
い
る
︒

　

今
回
の
路
線
拡
充
で
は
︑

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
運

行
に
つ
い
て
事
業
者
の
ニ
ー

ズ
が
あ
り
︑
高
速
本
線
に
つ

い
て
４
車
線
以
上
で
︑
構
造

上
の
支
障
が
な
い
区
間
か
ら

選
定
を
実
施
︒
そ
の
結
果
︑

青
森
県
や
北
陸
地
方
︑
四
国

地
方
︑
九
州
地
方
ま
で
通
行

区
間
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た（
約
５
１
４
０
㌔
㍍
）︒

ま
た
︑
路
線
拡
充
に
合
わ
せ

て
︑95
か
所
（
６
月
末
時
点
）

の
休
憩
施
設
等
で
整
備
さ
れ

て
い
る
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
が
駐
車
可
能
な
駐
車
マ
ス

を
令
和
５
年
４
月
以
降
（
予

定
）
ま
で
に
新
た
に
26
か
所

で
整
備
し
︑
改
善
基
準
告
示

（
連
続
運
転
時
間
４
時
間
で

30
分
の
休
憩
）
を
超
過
す
る

箇
所
を
解
消
す
る
︒
な
お
︑

５
年
４
月
以
降
も
︑
事
業
者

の
ニ
ー
ズ
や
駐
車
マ
ス
の
利

用
状
況
を
踏
ま
え
︑
順
次
整

備
を
行
う
方
針
と
し
て
い
る
︒

　

今
後
︑
今
年
秋
頃
を
目
途

に
路
線
拡
充
に
関
す
る
通
達

改
正
を
実
施
す
る
と
と
も

に
︑
事
業
者
か
ら
の
許
可
申

請
受
付
を
開
始
︒
５
年
４
月

頃
か
ら
拡
充
区
間
で
の
走
行

が
開
始
さ
れ
る
予
定
︒

施
策
の
進
捗
状
況
な
ど

を
確
認

「
総
合
物
流
施
策
大
綱

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
合
」

を
開
催

　

国
土
交
通
省
は
９
月
14
日
︑

﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
（
２

０
２
１
年
度
~
２
０
２
５
年

度
）
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
合
﹂

（
座
長
・
根
本
敏
則
敬
愛
大

学
教
授
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
会
合
は
︑
令
和
３
年
６

月
15
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
（
２

０
２
１
年
度
~
２
０
２
５
年

度
）﹂
に
位
置
付
け
ら
れ
た

施
策
の
進
捗
管
理
や
検
証
を

行
い
︑
各
種
の
施
策
が
同
大

綱
の
目
的
に
沿
っ
た
効
果
を

発
揮
す
る
よ
う
︑
必
要
な
調

整
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
る
も
の
︒
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
は
︑
馬
渡

雅
敏
副
会
長
が
出
席
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
事
務
局
か
ら

施
策
の
進
捗
状
況（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
の
ち
︑

大
綱
に
お
い
て
今
後
の
物
流

が
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
︑
①
物

流
Ｄ
Ｘ
や
物
流
標
準
化
の
推

進
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
の
徹
底
し
た
最
適
化

（
簡
素
で
滑
ら
か
な
物
流
）︑

②
労
働
力
不
足
対
策
と
物
流

構
造
改
革
の
推
進
（
担
い
手

に
や
さ
し
い
物
流
）︑
③
強

靭
で
持
続
可
能
な
物
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
（
強
く
て

し
な
や
か
な
物
流
）
︱
︱
の

各
項
目
に
つ
い
て
︑
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
が
説
明
さ
れ

た
︒
ま
た
︑
事
業
者
等
の
取

り
組
み
と
し
て
︑
㈱
セ
イ
ノ

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

経
済
産
業
省
︑
国
土
交
通

省
︑
農
林
水
産
省
は
９
月
２

日
︑
第
１
回
﹁
持
続
可
能
な

物
流
の
実
現
に
向
け
た
検
討

会
﹂（
座
長
・
根
本
敏
則
敬

愛
大
学
経
済
学
部
教
授
）
を

開
催
し
た
︒
同
検
討
会
は
︑

物
流
事
業
者
や
︑
着
荷
主
を

含
む
荷
主
︑
一
般
消
費
者
が

一
緒
に
な
っ
て
︑
物
流
が
直

面
し
て
い
る
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
︑
持
続
可
能
な
物
流
の
実

現
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
も
の
︒
同
検
討

会
で
は
︑
関
係
団
体
等
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
上
で
検
討

を
進
め
︑
年
内
か
ら
令
和
５

年
１
月
を
め
ど
に
中
間
取
り

ま
と
め
を
行
い
︑
５
年
中
に

中
長
期
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
︑
最
終
取
り
ま
と
め
と

し
て
公
表
す
る
予
定
︒

　

日
本
経
済
と
国
民
生
活
を

支
え
る
物
流
は
︑
社
会
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
一

方
で
︑
業
界
の
担
い
手
不
足

の
深
刻
化
や
２
０
２
４
年
度

か
ら
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
等
の
適
用
︑
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
等

も
求
め
ら
れ
て
お
り
︑今
後
︑

国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
不

可
欠
な
物
資
が
運
べ
な
く
な

る
事
態
が
起
き
か
ね
な
い
危

機
的
な
状
況
に
あ
る
︒
さ
ら

に
︑
最
近
で
は
︑
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻

を
受
け
た
燃
料
油
価
格
の
高

騰
や
物
価
高
の
影
響
も
長
期

・
深
刻
化
し
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
物
流
が
直
面
し

て
い
る
諸
課
題
を
解
決
し
︑

更
な
る
物
流
効
率
化
を
進
め

て
い
く
に
は
︑
物
流
事
業
者

や
一
部
の
荷
主
の
み
で
の
取

り
組
み
に
は
限
界
が
あ
る
こ

と
も
︑
各
方
面
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
︒

　

２
０
２
４
年
問
題
な
ど
物

流
の
大
き
な
変
革
を
迫
ら
れ

て
い
る
今
こ
そ
︑
着
荷
主
を

含
む
荷
主
や
一
般
消
費
者
も

一
堂
に
会
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
担
う
べ
き
役
割
を
再

考
し
︑
物
流
が
直
面
し
て
い

る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
組
を
進
め
﹁
持
続
可
能
な

物
流
の
実
現
﹂
に
つ
な
げ
る

必
要
が
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑

国
交
省
︑
農
水
省
︑
経
産
省

の
各
省
で
︑
物
流
を
持
続
可

能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め

の
方
策
を
検
討
す
る
目
的

で
︑
有
識
者
︑
関
係
団
体
お

よ
び
関
係
省
庁
か
ら
な
る
検

討
会
を
設
置
し
た
も
の
︒

　

第
１
回
の
検
討
会
で
は
︑

①
着
荷
主
を
含
む
荷
主
や
一

般
消
費
者
そ
れ
ぞ
れ
が
課
題

解
決
の
た
め
に
担
う
べ
き
役

割
︑
物
流
に
対
す
る
意
識
を

改
善
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
方
策
︑
②
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
時
間
外
労
働
時

間
の
上
限
規
制
等
の
適
用
の

影
響
︑
物
流
事
業
者
・
荷
主

（
荷
主
︑
物
流
事
業
者
）
が

参
画
し
て
お
り
︑
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
に
つ
い
て
は
︑
論
点
や

関
係
業
界
団
体
の
希
望
に
応

じ
て
︑
第
２
回
以
降
も
順
次

追
加
し
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

に
お
け
る
対
応
の
状
況
︑
③

更
な
る
物
流
効
率
化
を
推
進

す
る
た
め
に
必
要
な
方
策

（
商
慣
習
是
正
︑
積
載
効
率

・
実
車
率
の
向
上
︑
運
賃
・

料
金
の
適
正
収
受
等
に
向
け

た
方
策
等
）
︱
︱
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
こ
と
を
確
認
し

た
︒

　

な
お
︑
同
委
員
会
は
︑
大

島
弘
明
㈱
Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所

取
締
役
︑
小
野
塚
征
志
㈱
ロ

ー
ラ
ン
ド
・
ベ
ル
ガ
ー
パ
ー

ト
ナ
ー
︑
北
川
寛
樹
ア
ク
セ

ン
チ
ュ
ア
㈱
製
造
・
流
通
本

部
マ
ネ
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
︑
河
野
康
子
（
一
財
）

日
本
消
費
者
協
会
理
事
︑
首

藤
若
菜
立
教
大
学
経
済
学
部 

教
授
︑
高
岡
美
佳
立
教
大
学

経
営
学
部
教
授
︑
根
本
敏
則

敬
愛
大
学
経
済
学
部
教
授
︑

二
村
真
理
子
東
京
女
子
大
学

現
代
教
養
学
部
教
授
︑
北
條

英
（
公
社
）
日
本
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
協
会
理
事
︑

矢
野
裕
児
流
通
経
済
大
学
流

通
情
報
学
部
教
授
︱
︱
の
学

識
経
験
者
お
よ
び
有
識
者
で

構
成
︒
さ
ら
に
︑
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
関
係
行
政
機
関

や
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
︑

日
本
商
工
会
議
所
︑
石
油
連

盟
︑
全
国
農
業
協
同
組
合
連

合
会
な
ど
関
係
業
界
団
体

経
産
・
国
交
・
農
水
省

　自動車運送業界は、社会インフラとして、国民の命と
暮らしを守り、産業経済活動を支えるために必要なエッセ
ンシャル事業であることの使命感をもって、日夜敢行して
旅客・貨物輸送を行っております。

　令和４年４月の『コロナ禍における「原油価格・物価
高騰等総合緊急対策」』により、軽油を使用するトラック
・バス事業者を対象に、令和４年９月末までを期限として、
激変緩和措置が実施されています。
　また、ＬＰガスを使用するタクシー事業者に対しては、
同総合緊急対策に基づき国土交通省においてＬＰガスの
価格高騰相当分を支援する補助事業が令和４年９月末ま
でを期限として実施されています。

　しかしながら、依然として燃料油価格は高止まりしてい
る状況にあることから、激変緩和措置等については、現
行の水準を維持し、期限の延長を強く要望いたします。
　今後の更なる財政支援の拡充を強く期待いたします。

燃料油価格激変緩和措置等の
延長に関する要望書

１面に関連

「
持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
」
へ
新
検
討
会

 
商
習
慣
の
是
正
に
向
け
た
検
討
を
開
始
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

今
年
の
３
月
に
︑
中
小
事
業
者

８
社
が
出
資
す
る
利
用
運
送
事
業

の
会
社
が
都
内
で
設
立
さ
れ
た
︒

８
社
の
合
計
保
有
台
数
は
１
２
０

台
な
の
で
︑
１
社
平
均
15
台
の
規

模
で
あ
る
︒８
社
に
共
通
す
る
の
は

﹁
同
一
荷
主
へ
の
売
上
依
存
度
が

１
０
０
％
﹂
と
い
う
点
だ
︒
そ
の

た
め
︑﹁
他
の
荷
主
の
仕
事
を
開

拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
い

う
課
題
を
抱
え
て
い
た
︒
だ
が
︑

８
社
と
も
営
業
経
験
が
な
い
た

め
︑
新
会
社
で
協
働
し
て
取
り
組

む
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
︒

　

共
通
荷
主
は
売
上
高
が
１
兆
円

以
上
の
︑
そ
の
業
種
で
は
国
内
２

番
目
の
企
業
で
あ
る
︒
物
流
子
会

社
を
介
し
て
業
務
受
託
し
て
い
る

運
送
会
社
20
社
で
︑
協
力
会
を
つ

く
っ
て
い
た
︒
だ
が
︑﹁
荷
主
や
物

流
子
会
社
か
ら
の
金
銭
的
な
援
助

は
な
く
︑
事
業
者
が
自
分
た
ち
で

運
営
す
る
﹂
と
い
う
特

異
な
協
力
会
だ
っ
た
︒

必
要
で
あ
れ
ば
荷
主
や

物
流
子
会
社
に
出
席
を

求
め
る
が
︑
懇
親
会
な

ど
は
会
費
制
で
あ
る
︒

そ
の
た
め
︑﹁
荷
主
か

ら
は
圧
力
団
体
的
に
み

ら
れ
て
煙
た
が
ら
れ
て

い
た
﹂
と
い
う
︒

　

運
賃
や
各
作
業
料
な
ど
の
基

本
は
﹁
協
力
会
と
物
流
子
会
社

で
合
意
し
︑
契
約
は
個
々
の
事

業
者
が
個
別
に
交
渉
し
て
締

結
﹂
し
て
い
た
︒
運
送
に
も
い

ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
︑
作
業
も

様
々
な
の
で
︑
各
事
業
者
に
よ

っ
て
受
託
し
て
い

る
内
容
が
異
な

る
か
ら
で
あ
る
︒

筆
者
も
協
力
会

の
会
議
に
同
席

し
た
こ
と
が
あ

る
︒
そ
の
時
は
︑

各
社
が
運
賃
・

料
金
交
渉
の
進

捗
状
況
を
報
告

し
合
い
︑
遅
れ

て
い
る
事
業
者

に
は
︑
話
し
合

い
が
進
ん
で
い
る

事
業
者
が
交
渉

の
仕
方
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
た
︒

　

こ
の
荷
主
の

業
種
は
︑
構
造
的
に
﹁
市
場
規

模
が
縮
小
し
て
き
た
︒
今
後
も

さ
ら
に
縮
小
し
て
い
く
︒
そ
の

よ
う
な
な
か
で
工
場
の
再
編
成

な
ど
が
進
め
ら
れ
︑
同
時
に
新

規
事
業
に
参
入
し
て
い
る
﹂︒

だ
が
︑
新
規
事
業
は
Ｉ
Ｔ
系
な

ど
物
流
が
伴
わ
な
い
分
野
で
あ

る
︒
そ
の
た
め
︑
荷
主
の
業
績
は

伸
び
て
も
︑
物
流
関
係
の
協
力
会

社
の
取
引
は
減
少
し
て
お
り
︑
今

後
も
縮
小
し
て
い
く
の
は
明
ら
か

で
あ
る
︒

　

そ
こ
で
︑
協
力
会
で
は
﹁
外
部

の
調
査
会
社
に
委
託
し
て
︑
各
社

の
今
後
の
意
向
を
調
べ
た
︒
そ
の

結
果
︑
協
力
会
の
解
散
を
決
め
︑

希
望
者
で
会
社
を
設
立
す
る
こ
と

に
し
た
﹂
の
で
あ
る
︒

　

当
該
荷
主
以
外
に
取
引
先
を
持

っ
て
い
る
事
業
者
は
新
会
社
に
は

参
加
せ
ず
︑
売
上
依
存
が
１
０
０

％
の
事
業
者
だ
け
で
新
会
社
を
設

立
し
た
︒
各
社
は
新
会
社
の
名
前

で
新
規
開
拓
を
進
め
る
︒
す
で
に
︑

新
会
社
が
仕
事
を
少
し
ず
つ
受
託

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
︒
成
果

も
徐
々
に
出
つ
つ
あ
る
︒
代
表
者

の
会
社
の
売
上
内
容
を
み
る
と
︑

６
月
は
３
・
９
％
が
新
会
社
経
由

に
な
っ
て
い
た
︒﹁
共
通
荷
主
と
は

従
来
通
り
各
社
が
直
接
契
約
し
て

い
る
が
︑
新
規
売
上
が
コ
ン
ス
タ

ン
ト
に
50
％
を
超
え
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
︑
共
通
荷
主
の
仕
事
も
新

会
社
に
契
約
を
一
本
化
す
る
予

定
﹂
だ
と
い
う
︒

　

特
定
荷
主
依
存
か
ら
の
脱
却
を

図
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
︒

第
308
回

特定荷主への100％依存からの脱却

　あなたは前車に追従してコンビニエンスストアのある交差点
を左折しようとしています。天候は急に悪化して雨が降ってき
ました。この場面にはどのような危険がありますか。また、危
険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょうか。
考えてみましょう。

状 

況

〔第 150回〕「雨の降り始めでの左折」

（解説・9面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
輸
送
効
率
化
に
向
け

補
助
事
業
を
実
施

２
次
公
募
締
切
は
10
月
14
日

　

国
土
交
通
省
は
９
月
15
日

か
ら
︑
令
和
４
年
度
﹁
新
技

術
を
用
い
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
の
輸
送
効
率
化
推

進
事
業
﹂
２
次
公
募
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
る
︒

 

「
電
子
車
検
証
特
設
サ
イ

ト
」
を
開
設来年

１
月
か
ら
の

車
検
証
電
子
化
を
受
け
て

　

国
土
交
通
省
は
８
月
19

日
︑
車
検
証
電
子
化
に
つ
い

て
の
周
知
用
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

﹁
電
子
車
検
証
特
設
サ
イ

ト
﹂（
写
真
、二
次
元
コ
ー
ド
）

を
開
設
し
た
︒

　

令
和
５
年
１
月
４
日
か
ら
︑

車
検
時
等
に
電
子
車
検
証
が

交
付
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
︒
こ
れ
に
伴
い
︑
従
来

の
紙
の
車
検
証
か
ら
大
き
さ

や
様
式
が
変
わ
る
と
と
も

に
︑
車
検
証
の
情
報
を
電
子

的
に
読
み
取
る
﹁
車
検
証
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
﹂
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
新
た
に
開
始
さ
れ
る
︒

　

同
特
設
サ
イ
ト
で
は
︑
電

子
車
検
証
の

仕
様
や
記
録

事
項
等
に
つ

い
て
掲
載
し

　

同
事
業
は
︑
発
荷
主
・
輸

送
事
業
者
・
着
荷
主
等
が
連

携
計
画
を
策
定
し
︑
Ａ
Ｉ
や

Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
新
技
術
の
導
入

に
よ
り
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
の
効
率
化
を
図
る
取

り
組
み
を
支
援
す
る
も
の

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
連
携

事
業
）︒
本
事
業
に
よ
り
︑

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

関
係
事
業
者
が
連
携
し
︑
伝

て
い
る
ほ
か
︑
車
検
証
閲
覧

サ
ー
ビ
ス
等
の
新
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
︒

票
や
パ
レ
ッ
ト
の
標
準
化
・

共
通
化
や
︑
共
有
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
よ
る
デ
ー
タ
の
共

有
を
行
う
こ
と
で
︑
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
物
流
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
ほ
か
︑
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ

Ｔ
等
を
活
用
し
て
共
通
シ
ス

テ
ム
上
の
デ
ー
タ
と
無
人
搬

送
機
や
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト

等
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
︑
大
量
の
貨

物
を
効
率
的
に
処
理
す
る
こ

と
も
可
能
と
な
る
︒

　

補
助
対
象
は
︑
発
荷
主
・

輸
送
事
業
者
・
着
荷
主
等
が

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

輸
送
効
率
化
の
た
め
に
連
携

し
て
作
成
す
る
実
施
計
画
に

位
置
付
け
ら
れ
た
︑
①
発
荷

主
・
輸
送
事
業
者
・
着
荷
主

「
あ
な
た
の
健
康
が
あ
っ

て
こ
そ　

笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
健
康
職
場
」

「
全
国
労
働
衛
生
週
間
」
10
月
に
実
施

　

厚
生
労
働
省
は
︑
令
和
４

年
度﹁
全
国
労
働
衛
生
週
間
﹂

を
10
月
１
日
㈯
か
ら
７
日
㈮

に
か
け
て
実
施
す
る
︒

　

同
週
間
は
︑
労
働
者
の
健

康
管
理
や
職
場
環
境
の
改
善

な
ど
︑
労
働
衛
生
に
関
す
る

国
民
の
意
識
を
高
め
︑
職
場

で
の
自
主
的
な
活
動
を
促
し

て
労
働
者
の
健
康
を
確
保
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
も
の
︒
毎
年
９
月

１
日
か
ら
30
日
を
﹁
準
備
期

間
﹂︑
10
月
１
日
か
ら
７
日
を

﹁
本
期
間
﹂
と
定
め
︑
各
職

場
で
職
場
巡
視
や
ス
ロ
ー
ガ

ン
掲
示
︑
労
働
衛
生
に
関
す

る
講
習
会
・
見
学
会
の
開
催

な
ど
︑
様
々
な
取
り
組
み
を

展
開
す
る
︒

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は﹁
あ

な
た
の
健
康
が
あ
っ
て
こ
そ

　

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
健
康
職

場
﹂
と
し
︑
過
労
死
等
の
防

止
を
含
め
た
長
時
間
労
働
に

よ
る
健
康
障
害
の
防
止
対
策

や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の

推
進
な
ど
を
図
っ
て
い
く
︒

 

９
月
か
ら
「
業
務
改
善
助

成
金
」
を
拡
充

原
材
料
高
騰
等
に
よ
り
利
益
が

減
少
し
た
事
業
者
等
を
支
援

　

厚
生
労
働
省
は
９
月
１
日

か
ら
︑
業
務
改
善
助
成
金
に

つ
い
て
︑
原
材
料
費
高
騰
に

よ
り
利
益
が
減
少
し
た
事
業

者
や
最
低
賃
金
が
低
い
事
業

者
へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
い

る
︒

　

今
回
の
拡
充
で
は
︑﹁
通

常
コ
ー
ス
﹂﹁
特
例
コ
ー
ス
﹂

に
つ
い
て
︑
原
材
料
費
高
騰

等
の
要
因
で
利
益
率
が
減
少

し
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
を
特
例
の
対
象
と
し
︑

こ
れ
ら
の
事
業
者
の
設
備
投

資
等
に
対
す
る
助
成
範
囲
の

拡
大
︑
事
業
場
内
最
低
賃
金

が
低
い
事
業
者
に
対
す
る
助

成
率
の
引
上
げ
な
ど
の
支
援

拡
充
を
図
る
︒

　

詳
細
は
︑
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

９
月
は
「
職
場
の
健
康
診

断
実
施
強
化
月
間
」

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
推
進
等
を

呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
毎
年

９
月
を
﹁
職
場
の
健
康
診
断

実
施
強
化
月
間
﹂
と
位
置
づ

け
︑
事
業
者
に
対
し
て
集
中

的
・
重
点
的
に
啓
発
を
行
っ

て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
事
業
者
に
対

し
︑
同
月
間
中
︑
労
働
安
全

衛
生
法
に
基
づ
く
一
般
定
期

健
康
診
断
の
実
施
︑
そ
の
結

果
に
つ
い
て
の
医
師
の
意
見

聴
取
︑
そ
の
意
見
を
踏
ま
え

た
就
業
上
の
措
置
の
実
施
の

徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
厚
労
省
で
は
令
和

４
年
度
の
同
期
間
の
重
点
周

知
事
項
と
し
て
﹁
医
療
保
険

者
（
協
会
け
ん
ぽ
等
）
と
の

連
携
﹂
に
よ
る
コ
ラ
ボ
ヘ
ル

ス
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
︒

な
お
︑
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
事
業
者
に
よ
る
具
体
的

な
取
り
組
み
事
例
は
︑﹁
職

場
に
お
け
る
心
と
か
ら
だ
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
手
引

き
﹂（
二
次
元

コ
ー
ド
）
で
紹

介
し
て
い
る
︒

等
の
連
携
に
必
要
な
共
通
シ

ス
テ
ム
に
要
す
る
経
費
︑
②

同
共
通
シ
ス
テ
ム
と
関
連
す

る
輸
送
効
率
化
機
器
の
導
入

に
要
す
る
経
費
︒
申
請
受
付

期
間
は
︑10
月
14
日
㈮
ま
で
︒

詳
細
は
︑
執
行
団
体
で
あ
る

㈱
Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所
が
開
設

し
た
公
募
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
参
照

の
こ
と
︒

 

Ａ
Ｓ
Ｋ
飲
酒
運
転
防
止
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

オ
ン
ラ
イ
ン
「
公
開
ス
ク
ー

リ
ン
グ
２
０
２
２
」
開
催

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ

Ｓ
Ｋ
は
︑
10
月
４
日
㈫
︑
５

日
㈬
に
︑
飲
酒
運
転
防
止
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催

す
る
︒
い
ず
れ
の
回
も
13
時

30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で
の

予
定
で
︑
定
員
は
各
回
１
０

０
人
︑
参
加
費
は
無
料
︒
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
る
︒

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
︑
講
師

で
あ
る
山
村
陽
一
Ａ
Ｓ
Ｋ
飲

酒
運
転
対
策
特
別
委
員
会
委

員
長
に
よ
る
︑

職
場
対
策
に

関
す
る
講
演

の
ほ
か
︑
酒

気
帯
び
防
止
に
必
要
な
ア
ル

コ
ー
ル
の
基
礎
知
識
の
解
説
︑

ワ
ー
ク
＆
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
︒

　

問
い
合
わ
せ
は
︑
特
定
非

営
利
活
動
法
人
Ａ
Ｓ
Ｋ
（
電

話
０
３
・
３
２
４
９
・
２
５
５

１
）︒

　

申
し
込
み
は
Ａ
Ｓ
Ｋ
の
特

設
サ
イ
ト
（
二
次
元
コ
ー
ド
）

か
ら
︒

 

雇
調
金
の
特
例
措
置
等
に

つ
い
て
発
表４

年
10
月
〜
11
月

　

厚
生
労
働
省
は
８
月
31

日
︑
令
和
４
年
10
月
~
11
月

の
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例

措
置
等
に
つ
い
て
発
表
し
た
︒

　

４
年
10
月
~
11
月
の

雇
調
金
・
緊
急
雇
用

安
定
助
成
金
︑
休
業

支
援
金
・
給
付
金
の
助

成
内
容
は
表
の
通
り
︒

　

な
お
︑
令
和
４
年
12

月
以
降
の
雇
調
金
の
特

例
措
置
等
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
︑
雇
用
情

勢
を
見
極
め
な
が
ら
具

体
的
な
助
成
内
容
を
検

討
の
上
で
︑
10
月
末
ま

で
に
公
表
す
る
と
し
て

い
る
︒

表　中小企業における雇用調整助成金等・休業支援金等の助成内容
①雇用調整助成金等（カッコ書きの助成率は解雇等を行わない場合）

令和 4 年 7 ～ 9 月 令和 4 年 10 ～ 11 月

原則的な特例措置 4/5（9/10）
9,000 円

4/5（9/10）
8,355 円

地域特例・業況特例 4/5（10/10）
15,000 円

4/5（10/10）
12,000 円

②休業支援金等
令和 4 年 7 ～ 9 月 令和 4 年 10 ～ 11 月

原則的な措置 8 割
8,355 円

8 割
8,355 円

地域特例 8 割
11,000 円

8 割
8,800 円

※�詳細については、厚労省ホームページを参照

「『ホワイト物流』推進運動セミナー」
10 月よりオンラインセミナーにて開催（全 6回）

■開催日程・セミナープログラム
・第１回：10月20日㈭　13:00～ 14:50
・「ホワイト物流」推進運動の紹介
・�持続可能な物流に向けた働き方改革～時間外労働規制の見直しへ
適切な対応を～（講師：国土交通省）
・�物流DX事例の紹介～基盤整備の１つの形として、物流DX事例
のご紹介～（講師：富士通総研）
・�取組事例の発表（加工食品業界に関わるステークスホルダーと連
携したホワイト物流の取組事例）
　「持続可能な加工食品物流」を目指して（講師：味の素㈱）
※�下線の内容は、全講演共通。
　なお、第２回以降については順次本紙にて内容をお知らせします。

■参加申し込み
　セミナーは事前申込制で参加無料です。申し込みは、
「『ホワイト物流』推進運動セミナー参加申し込みフォ
ーム」（二次元コード）からオンラインで行うことが
できます。

国交省

▼令和5年1月から導入
される電子車検証の
原寸イメージ
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㈱
ウ
ナ
ン
（
半
田
臣
一
代

表
取
締
役
社
長
）
は
︑
物
流

事
業
部
︑
住
宅
事
業
部
︑
引

越
事
業
部
の
３
事
業
部
体
制

を
採
っ
て
お
り
︑
物
流
事
業

部
で
は
主
に
住
宅
関
係
の
部

材
や
紙
製
品
な
ど
を
輸
送
し

て
い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

半
田
社
長
が
同
社
に
入
社

し
た
の
は
︑
昭
和
59
年
の
こ

と
で
あ
る
︒
同
年
︑
創
業
者

で
あ
る
父
親
の
半
田
正
光
氏

　

荷
主
に
対
し
て
運
送
会
社

が
効
果
的
な
提
案
を
し
て

も
︑
荷
主
の
側
が
聞
く
耳
を

も
っ
て
い
な
け
れ
ば
︑
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
︒
荷
主
へ
の

提
案
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う

た
め
の
素
地
づ
く
り
と
し
て
︑

半
田
社
長
は
ま
ず
﹁
従
業
員

対
応
の
商
品
化
﹂
に
取
り
組

ん
だ
︒

　

同
社
に
お
い
て
も
︑
か
つ

て
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク
野
郎
﹂
気

質
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
少
な
く

な
か
っ
た
と
い
う
︒
半
田
社

長
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

﹁
自
分
た
ち
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
︑
当
社
は
生
き
残
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
な
い
﹂
と

説
得
を
重
ね
︑
社
会
人
と
し

て
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
か
ら

学
ば
せ
た
︒
そ
の
結
果
︑
同

社
の
従
業
員
の
誰
も
が
笑
顔

で
明
る
く
丁
寧
に
応
対
す
る

が
余
命
１
年
の
末
期
が
ん
と

診
断
さ
れ
︑
当
時
建
築
家
を

目
指
し
て
大
学
に
通
っ
て
い

た
半
田
社
長
は
父
親
の
強
い

要
請
を
受
け
︑
大
学
を
退
学

し
同
社
に
入
社
し
た
︒
当
時

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
社
会
的
地
位
は
低
く
︑
ま

た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
モ
ラ
ル
も

決
し
て
高
く
は
な
か
っ
た
︒

そ
の
た
め
︑
半
田
社
長
は
家

業
を
継
ぐ
こ
と
に
強
い
抵
抗

感
が
あ
っ
た
と
い
う
︒
半
田

社
長
は
入
社
後
︑
こ
う
し
た

同
社
の
状
況
を
改
善
し
︑﹁
た

だ
運
ぶ
だ
け
﹂
の
運
送
会
社

で
は
な
く
﹁
お
客
様
に
感
動

を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
輸

社
風
を
確
立
す
る
こ
と
が
で

き
た
︒

　

そ
の
上
で
︑同
社
で
は
﹁
荷

主
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
具
体

化
﹂
に
取
り
組
ん
だ
︒
運
送

会
社
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
﹁
た
だ
運
ぶ
だ
け
﹂
で
︑

提
供
す
る
輸
送
サ
ー
ビ
ス
品

質
に
差
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
︑

荷
主
が
運
送
会
社
を
選
ぶ
た

め
の
判
断
基
準
は
﹁
運
賃
の

安
さ
﹂に
な
り
が
ち
で
あ
る
︒

運
送
会
社
は
仕
事
を
失
う
不

安
か
ら
運
賃
・
料
金
の
値
上

げ
に
は
踏
み
込
め
ず
︑
荷
主

の
言
い
値
で
仕
事
を
請
け
負

わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
︑
運

送
会
社
は
荷
主
よ
り
も
弱
い

立
場
で
居
続
け
る
こ
と
に
な

る
︒
ま
た
︑
他
の
運
送
会
社

と
﹁
運
賃
の
値
下
げ
﹂
で
対

抗
し
続
け
て
い
れ
ば
︑
適
正

な
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ず
に
︑
結
果
的
に
自
分

送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
﹂
を
目

指
し
て
︑
社
内
の
組
織
風
土

改
革
を
推
進
︒
ま
た
︑
財
務

改
革
・
業
務
改
革
・
制
度
改

革
に
も
着
手
し
た
︒

　　
﹁
競
争
が
激
化
し
て
い
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い

て
︑
同
業
他
社
と
同
じ
こ
と

を
続
け
て
い
て
は
︑
運
賃
競

争
に
巻
き
込
ま
れ
︑
自
社
の

経
営
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
く
な
り
ま
す
︒﹃
運

送
会
社
と
し
て
の
新
た
な
価

値
観
を
作
っ
て
い
き
た
い
﹄

と
の
思
い
か
ら
︑
10
年
に
も

及
ぶ
様
々
な
改
革
を
継
続
し

て
き
ま
し
た
﹂（
半
田
社
長
）

た
ち
の
首
が
絞
ま
っ
て
し
ま

う
︒
同
社
で
は
︑
荷
主
に
と

っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
︑
今
ま

で
の
運
送
会
社
に
は
で
き
な

い
よ
う
な
提
案
を
重
ね
︑
荷

主
か
ら
の
評
価
を
得
て
い
く

こ
と
で
︑
厳
し
い
経
営
環
境

の
中
で
勝
ち
残
る
と
と
も
に
︑

運
送
会
社
の
地
位
を
高
め
︑

荷
主
と
の
力
関
係
を
変
え
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
た
︒

　

同
社
で
は
︑
２
×
４
住
宅

関
連
の
業
務
を
多
く
手
が
け

て
い
る
︒
建
設
工
事
の
着
工

は
1
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
︑
輸
送
事
業
部
で

は
１
月
に
部
材
輸
送
が
多
く

な
る
︒
建
設
予
定
地
へ
の
部

材
搬
入
後
に
は
︑
建
設
︑
そ

し
て
完
成
後
の
住
居
へ
の
入

居
と
進
ん
で
い
く
が
︑
同
社

で
は
︑﹁
入
居
の
際
は
引
越
の

需
要
も
あ
る
は
ず
だ
﹂（
同
）

と
考
え
︑
引
越
事
業
部
を
立

ち
上
げ
︑
荷
主
の
住
宅
メ
ー

カ
ー
へ
入
居
者
に
対
す
る
引

越
輸
送
の
提
案
を
行
っ
た
︒

さ
ら
に
住
宅
資
材
を
現
場
へ

搬
入
す
る
際
に
︑
荷
卸
し
の

た
め
の
待
ち
時
間
が
発
生
し

て
い
た
が
︑
住
宅
事
業
部
を

立
ち
上
げ
︑
自
社
で
建
築
作

業
員
を
養
成
し
︑
輸
送
・
荷

受
け
・
建
設
・
引
越
ま
で
一

貫
し
て
行
う
こ
と
で
荷
主
の

作
業
員
不
足
の
解
決
を
図
る

と
と
も
に
︑
同
社
の
時
間
波

動
や
繁
忙
期
波
動
の
吸
収
に

成
功
し
た
︒
併
せ
て
︑﹁
安

全
衛
生
大
会
﹂（
年
２
回
開

催
︑
写
真
）
な
ど
を
通
じ
て

従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

強
力
に
推
進
︒
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
通
じ
て
形
成
さ
れ

た
︑
同
社
の
確
か
な
技
術
力

と
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
︑

荷
主
か
ら
高
い
評
価
を
得
る

こ
と
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
同
社
で
は
協
力
運

送
会
社
に
業
務
を
依
頼
す
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
が
︑﹁
同

社
と
同
様
に
︑
高
い
技
術
を

も
っ
て
い
る
運
送
会
社
で
あ

る
こ
と
﹂
が
依
頼
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
て
い
る
︒
同
社
内

に
は
︑
協
力
運
送
会
社
の
安

全
品
質
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
部

署
も
あ
り
︑
品
質
向
上
に
一

役
買
っ
て
い
る
と
い
う
︒

　

ま
た
同
社
で
は
︑
輸
送
効

率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
荷

主
の
物
流
コ
ス
ト
削
減
に
結

び
付
け
る
取
り
組
み
も
推
進

し
て
い
る
︒
特
に
︑
近
年
は

物
流
コ
ス
ト
が
年
々
上
昇
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
︑
荷
主

の
多
く
は
運
送
会
社
に
対
し

て
︑
荷
主
に
と
っ
て
大
き
な

負
担
と
な
る
物
流
コ
ス
ト
の

削
減
を
期
待
し
て
い
る
︒
荷

　

同
社
で
は
５
年
ほ
ど
前
か

ら
従
業
員
の
働
き
方
改
革
へ

の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
︑

従
業
員
の
時
間
外
労
働
削
減

に
取
り
組
み
始
め
た
︒
同
社

で
は
時
間
外
労
働
が
減
少
し

て
も
従
業
員
の
給
与
減
に
繋

が
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
行
っ
た
も
の
の
︑
営

業
利
益
減
に
直
面
し
た
︒
そ

こ
で
︑
２
年
半
ほ
ど
前
に
同

社
で
は
荷
主
に
対
し
て
︑
営

業
利
益
減
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
の
運
賃
の
値
上
げ
交
渉
を

実
施
︒
そ
の
結
果
︑
運
賃
の

10
~
15
％
程
度
の
増
額
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

　

そ
の
後
︑
生
産
年
齢
人
口

減
少
に
伴
う
人
件
費
高
騰
に

見
舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
︑

同
社
で
は
今
年
１
月
か
ら
２

月
に
か
け
て
再
度
運
賃
交
渉

　

最
後
に
︑
こ
れ
か
ら
運
賃

交
渉
に
臨
も
う
と
し
て
い
る

運
送
事
業
者
に
対
し
て
︑
半

田
社
長
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
い
た
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全

体
が
労
働
力
不
足
に
苦
し
ん

で
い
る
中
で
︑
運
送
会
社
が

労
働
力
を
確
保
で
き
な
け
れ

ば
︑
わ
が
国
の
経
済
活
動
を

支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
物
流
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
︒
そ
れ
は
︑
荷
主
に

と
っ
て
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
ウ
ナ
ン　

半
田
臣
一
代
表
取
締
役
社
長

　

昨
今
の
燃
料
価
格
高
騰
に
よ
り
︑
経

営
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒
適
正

運
賃
・
料
金
の
収
受
を
通
じ
て
︑
運
送

事
業
者
の
経
営
を
持
続
可
能
な
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
︑
わ

が
国
の
ト
ラ
ッ
ク
物
流
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
︒

　

そ
こ
で
本
企
画
で
は
︑
経
営
強
靭
化

に
向
け
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
よ

る
運
賃
改
定
・
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入

へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒今
回
は
︑

栃
木
県
宇
都
宮
市
の
㈱
ウ
ナ
ン
に
お
け

る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

主
の
物
流
に
対
し
て
運
送
会

社
が
積
極
的
に
提
案
・
改
善

し
︑
物
流
コ
ス
ト
削
減
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
荷

主
か
ら
の
高
い
評
価
が
期
待

で
き
る
︒

　

高
い
輸
送
品
質
と
無
駄
の

な
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
通
じ
︑
荷
主
か
ら
評
価
さ

れ
続
け
る
運
送
会
社
に
な
る

こ
と
で
︑﹁
運
賃
の
安
さ
﹂

だ
け
に
頼
る
こ
と
の
な
い
安

定
し
た
事
業
運
営
が
可
能
と

な
る
︒
そ
し
て
︑
荷
主
が
運

送
会
社
の
こ
と
を
認
め
︑
運

送
会
社
と
荷
主
が
対
等
の
関

係
に
な
る
こ
と
で
︑
運
賃
交

渉
も
し
や
す
く
な
る
の
で
あ

る
︒
荷
主
に
と
っ
て
﹁
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
﹂
の
運
送
会
社
に

な
る
こ
と
こ
そ
︑
適
正
運
賃

・
料
金
収
受
の
実
現
に
は
必

要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
︒

　
﹁
私
が
当
社
に
入
社
し
た

当
時
は
︑﹃
運
賃
が
安
い
会

社
が
︑
い
い
運
送
会
社
だ
﹄

と
荷
主
か
ら
思
わ
れ
る
よ
う

な
時
代
で
し
た
︒
し
か
し
︑

そ
の
状
況
が
続
く
と
︑
運
送

会
社
は
健
全
的
な
経
営
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
︒
今
こ
そ
︑

﹃
運
賃
の
安
さ
﹄
だ
け
に
頼

り
︑
荷
主
か
ら
足
下
を
見
ら

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
経
営
で

は
な
く
︑
荷
主
と
の
未
来
志

向
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
︒
そ
の
た
め
に
は
︑
従

来
型
の
運
送
会
社
か
ら
脱
却

し
︑
荷
主
に
満
足
と
感
動
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
な
運
送
会

社
へ
の
変
革
が
必
要
だ
っ
た

の
で
す
﹂（
同
）

を
実
施
︒５
月
ま
で
の
間
に
︑

運
賃
の
10
％
増
額
を
実
現
す

る
に
至
っ
た
︒

　

同
社
に
は
︑
売
上
総
額
の

７
~
８
割
を
占
め
る
大
口
顧

客
が
４
社
存
在
す
る
が
︑
こ

れ
ら
の
荷
主
に
対
し
て
半
田

社
長
が
値
上
げ
交
渉
を
行
っ

た
結
果
︑
荷
主
か
ら
の
満
額

回
答
を
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
︒

　

運
賃
交
渉
の
際
に
は
︑
半

田
社
長
が
自
ら
荷
主
先
の
キ

ー
マ
ン
と
交
渉
を
行
う
︒
ま

ず
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
苦

し
ん
で
い
る
業
界
の
現
状
に

つ
い
て
半
田
社
長
が
説
明
し

た
上
で
︑
国
土
交
通
省
と
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
作
成

し
た
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
の

告
示
制
度
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
示
し
な
が
ら
荷
主

に
説
明
︒
さ
ら
に
︑﹁
今
後

も
当
社
が
優
秀
な
ド
ラ
イ
バ

ー
を
採
用
し
︑
お
客
様
の
物

流
を
止
め
な
い
た
め
に
︑
運

賃
の
値
上
げ
を
お
願
い
し
た

い
﹂
と
説
得
し
た
と
い
う
︒

な
お
︑
値
上
げ
分
に
つ
い
て

は
︑
従
業
員
の
給
与
引
き
上

げ
に
充
て
る
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
︑
輸
送

効
率
を
高
め
る
過
程
に
お
い

て
高
い
技
術
力
を
も
つ
協
力

会
社
に
輸
送
を
依
頼
す
る
ケ

ー
ス
も
多
い
が
︑
荷
主
か
ら

収
受
し
て
い
る
運
賃
が
値
上

げ
で
き
た
場
合
に
は
︑
同
社

が
依
頼
し
て
い
る
協
力
運
送

会
社
に
支
払
う
運
賃
も
同
じ

よ
う
に
増
額
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
︒

と
な
り
ま
す
︒
物
流
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
︑
自
社

の
自
助
努
力
を
積
み
重
ね
て

荷
主
か
ら
ご
評
価
い
た
だ
け

る
運
送
会
社
へ
と
成
長
し
︑

荷
主
と
運
送
会
社
が
対
等
な

立
場
で
労
働
環
境
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
︒
荷
主
の
物
流
を
守
り

抜
い
て
い
く
た
め
に
は
運
賃

・
料
金
の
値
上
げ
が
欠
か
せ

な
い
こ
と
を
強
く
訴
え
︑
荷

主
に
共
感
し
て
い
た
だ
き
︑

値
上
げ
に
結
び
付
け
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
な
の

㈱
ウ
ナ
ン
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

企業プロフィール
□ 社　　　名　㈱ウナン
□ 本社所在地　栃木県宇都宮市屋板町1030-4
□ 代　表　者　代表取締役社長　半田　臣一
□ 設　　　立　昭和47年2月1日
□ 資　本　金　5,000万円
□ 社　員　数　63人（うちドライバー28人）
□ 車　両　数　50台

感
動
を
与
え
る
輸
送
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め

長
年
に
わ
た
り
様
々
な
社
内
改
革
を
推
進

「
運
賃
の
安
さ
に
頼
ら
な
い
」
事
業
運
営
に
向
け
て

「
自
社
の
強
み
」
に
徹
底
的
に
磨
き
を
か
け
る

「
人
材
確
保
の
た
め
に
運
賃
引
き
上
げ
は
欠
か
せ
な
い
」

経
営
者
が
自
ら
の
言
葉
で
荷
主
を
説
得

荷
主
と
運
送
会
社
が
対
等
の
立
場
で

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
の
実
現
を
目
指
す

半田　臣一
代表取締役社長

同
社
で
は
高
い
輸
送
品
質
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、年
に
２
回
開
催
し
て
い
る

「
安
全
衛
生
大
会
」
な
ど
を
通
じ
、
従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
同
大
会
で
は
あ
い
さ
つ
・
マ
ナ
ー
講
習
も
実
施
し
て
お
り
（
写
真
左
下
）、

同
社
で
は
誰
も
が
笑
顔
で
明
る
く
丁
寧
に
応
対
す
る
社
風
が
確
立
さ
れ
て
い
る

第
２
回

運賃改定・燃料サーチャージ導入事例特集
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
を
目
指
し
て

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
を
目
指
し
て

今
こ
そ
原
資
確
保
の
た
め
の
運
賃
引
き
上
げ
を

今
こ
そ
原
資
確
保
の
た
め
の
運
賃
引
き
上
げ
を
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リ
ー
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
動

画
は
︑
車
輪
脱
落
を
防
ぐ
た

め
の
具
体
的
な
タ
イ
ヤ
交
換

作
業
の
手
順
と
方
法
に
つ
い

て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
多
用
し
て

分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
も

の
︒
例
え
ば
︑
タ
イ
ヤ
交
換

手
順
で
は
︑
デ
ィ
ス
ク
・
ホ

イ
ー
ル
と
の
合
わ
せ
面
で
あ

る
ハ
ブ
面
に
つ
い
て
︑
著
し
い

摩
耗
や
損
傷
が
な
い
か
の
点

検
を
行
う
と
と
も
に
︑
デ
ィ

ス
ク
・
ホ
イ
ー
ル
面
で
も
︑

念
入
り
に
清
掃
す
る
こ
と
を

求
め
る
な
ど
︑
そ
の
必
要
性

の
理
由
な
ど
も
含
め
て
映
像

に
合
わ
せ
て
詳
し
く
解
説
︒

　

特
に
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
の
点
検
と
清
掃
で
は
︑
亀

裂
︑
損
傷
︑
さ
び
の
発
生
の

有
無
︑
ワ
ッ
シ
ャ
ー
の
固
着

が
な
い
か
の
確
認
と
と
も
に
︑

ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
︑
ホ
イ

ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
内
側
︑
ワ

ッ
シ
ャ
ー
と
摺
動
部
（
し
ゅ

う
ど
う
ぶ
）
へ
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
な
ど
規
定
の
潤
滑
剤
を

薄
く
塗
布
す
る
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
︒
な
お
︑
国

土
交
通
省
の
調
査
に
よ
る

と
︑
車
輪
脱
落
事
故
を
起
こ

し
た
事
業
者
で
は
︑
こ
の
摺

動
部
に
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を

塗
布
し
て
い
な
か
っ
た
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て

お
り
︑
事
故
原
因
の
一
つ
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑

日
本
自
動
車
工
業
会
が
実
施

し
た
実
験
で
は
︑
規
定
の
潤

滑
剤
を
塗
布
し
て
い
な
い
と
︑

デ
ィ
ス
ク
・
ホ
イ
ー
ル
を
締

め
付
け
る
軸
力
が
半
減
し
て

し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

　

こ
の
ほ
か
に
も
︑
タ
イ
ヤ

取
り
付
け
の
際
に
は
︑
ト
ル

ク
レ
ン
チ
を
使
用
し
て
規
定

ト
ル
ク
で
締
め
付
け
る
こ
と
︑

日
常
点
検
で
は
打
音
点
検
の

ほ
か
マ
ー
キ
ン
グ
や
ホ
イ
ー

ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
を
使
用

し
て
確
実
に
ナ
ッ
ト
の
緩
み

の
点
検
を
行
う
こ
と
︑
交
換

後
50
~
１
０
０
㌔
㍍
を
走
行

２
月
に
は
緊
急
決
議

　

車
輪
脱
落
事
故
が
相
次
い

で
い
る
こ
と
か
ら
︑全
ト
協
は
︑

﹁
輸
送
の
安
全
確
保
を
最
優

先
と
し
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
︑

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
極
め
て

ク
レ
ン
チ
な
ど
を
使
用
し
て

規
定
の
締
付
ト
ル
ク
で
締
め

付
け
る
こ
と
（
写
真
④
）
︱

︱
等
を
説
明
し
た
︒

　

参
加
者
は
︑
実
演
中
に
疑

問
に
感
じ
た
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
︑
そ
の
場
で
担
当
者
な

ど
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
︑

正
確
な
タ
イ
ヤ
点
検
・
整
備

の
方
法
を
身
に
付
け
る
た

し
た
後
の
増
し
締
め
の
励
行

な
ど
︑
脱
輪
事
故
撲
滅
の
た

め
の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
︒

憂
慮
す
べ
き
事
案
﹂
と
︑
重

く
受
け
止
め
︑
今
年
２
月
の

交
通
対
策
委
員
会
で
は
︑
①

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
車
輪
取

り
付
け
状
態
の
緊
急
点
検
の

実
施
︑
②
整
備
管
理
者
等
に

よ
る
日
常
点
検
の
励
行
︒
特

に
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
に
よ
る
運
行
前
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
の
左
後
輪
の
ホ
イ

ー
ル
ナ
ッ
ト
の
緩
み
の
有
無

を
︑﹁
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー

カ
ー
﹂︑﹁
点
検
ハ
ン
マ
ー
﹂

な
ど
に
よ
り
重
点
的
に
確

認
︑
③
整
備
管
理
者
等
は
︑

国
が
定
め
た
﹁
タ
イ
ヤ
交
換

作
業
管
理
表
﹂
に
よ
る
タ
イ

ヤ
交
換
作
業
の
確
実
な
実
施

お
よ
び
交
換
後
の
ホ
イ
ー
ル

ナ
ッ
ト
増
し
締
め
の
確
実
な

実
施
︱
︱
で
︑
再
発
防
止
に

努
め
る
こ
と
を
緊
急
決
議
し

て
い
た
︒

め
︑
担
当
者
へ
熱
心
に
質
問

を
行
っ
て
い
た
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
か

ら
は
︑﹁
タ
イ
ヤ
脱
落
事
故

の
怖
さ
と
︑
点
検
整
備
の
重

要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
︑
有
意
義
な
も
の
だ
っ

た
﹂
な
ど
と
い
っ
た
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
︒

　

７
月
21
日
に
は
︑
北
見
地

区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
福
原
裕

二
会
長
）
主
催
に
よ
る
﹁
車

輪
脱
落
事
故
防
止
セ
ミ
ナ

ー
﹂
が
開
催
さ
れ
︑
会
員
事

業
者
17
社
24
人
が
参
加
し
た
︒

　

同
研
修
会
は
︑
講
義
と
実

演
の
２
部
構
成
と
な
っ
て
い

る
︒

　

講
義
で
は
︑
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
の
担
当
者
が
︑
過
去
10

年
間
の
車
輪
脱
落
事
故
発
生

状
況
を
解
説
︒
そ
の
上
で
︑

車
輪
脱
落
を
防
止
す
る
た
め

に
︑﹁
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の

規
定
ト
ル
ク
で
の
確
実
な
締

　

講
義
の
後
に
は
︑
タ
イ
ヤ

メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
タ
イ
ヤ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
方
法

に
つ
い
て
担
当
者
が
実
演
を

行
っ
た
︒

　

実
演
で
は
︑
車
輪
脱
落
事

故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

め
付
け
﹂︑﹁
タ
イ
ヤ
交
換
後
︑

50
~
１
０
０
㌔
㍍
走
行
後
の

増
し
締
め
の
実
施
﹂︑﹁
日
常

（
運
行
前
）
点
検
で
の
デ
ィ

ス
ク
・
ホ
イ
ー
ル
取
り
付
け

状
態
の
確
実
な
確
認
﹂︑﹁
ホ

イ
ー
ル
に
適
合
し
た
ホ
イ
ー

ル
・
ボ
ル
ト
︑
ホ
イ
ー
ル
・

ナ
ッ
ト
の
使
用
﹂
︱
︱
の
確

実
な
実
施
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
︑
特
に
脱
落
の
多
い

左
後
輪
に
つ
い
て
は
重
点
的

に
点
検
す
る
こ
と
を
求
め
た
︒

と
し
て
︑
①
初
期
な
じ
み
に

よ
る
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の

緩
み
を
防
ぐ
た
め
に
︑
ハ
ブ

取
付
面
や
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
の
当
た
り
面
︑
ま
た
ホ
イ

ー
ル
・
ボ
ル
ト
の
ね
じ
部
の

錆
・
ゴ
ミ
の
確
認
と
清
掃
を

め
付
け
は
対
角
線
順
に
行
い

（
写
真
③
）︑
最
後
に
ト
ル

行
う
こ
と
（
写
真
①
②
）︑

②
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
締

「ストップ!! 車輪脱落
事故」動画はこちら

事故防止特設ページに「車輪脱落事故
撲滅に向けた取り組み」バナーを新た
に設置

北見地区トラック協会主
催の「車輪脱落事故防止
セミナー」は、講義（写真
上）と実演（写真左）の
2部構成で展開

実演（写真下）では、タイヤーメーカー
の整備士がタイヤメンテナンス作業の
方法について説明。適切なタイヤ交換
作業・点検の重要性を強く訴えた

怠
っ
て
は
な
ら
な
い「
ホ
イ
ー
ル
等
の
清
掃
」

ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
締
め
付
け
は
確
実
に

交
換
後
の「
増
し
締
め
」徹
底
を
呼
び
か
け

脱
落
の
多
い
左
後
輪
は
重
点
的
な
点
検
を

適切なタイヤ交換作業・点検の徹底を！適切なタイヤ交換作業・点検の徹底を！
　

近
年
︑
大
型
車
の
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
折

損
等
に
よ
る
車
輪
脱
落
事
故
が
増
加
し
て

い
る
︒
車
輪
脱
落
事
故
は
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
等

へ
の
交
換
作
業
が
集
中
す
る
11
月
か
ら
12
月

に
多
く
発
生
す
る
こ
と
か
ら
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
は
適
切
な
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
・

点
検
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
車
輪
脱
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
の

具
体
的
な
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
の
手
順
と
方

法
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
動
画
﹃
ス

ト
ッ
プ
!!
車
輪
脱
落
事
故
︱
タ
イ
ヤ
交
換
作

業
の
手
順
と
方
法
︱
﹄
を
制
作
︑
全
ト
協

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
公
開
し
て
い

る
︒
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
動
画
で
は
︑
タ

イ
ヤ
交
換
作
業
手
順
に
加
え
て
︑
交
換
後
の

増
し
締
め
や
日
常
点
検
お
よ
び
定
期
点
検

の
確
実
な
実
施
方
法
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
で
は
︑
事
故
防

止
特
設
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
︑﹁
車

輪
脱
落
事
故
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み
﹂
バ

ナ
ー
を
新
設
し
︑
様
々
な
情
報
を
公
開
す

る
こ
と
で
︑
車
輪
脱
落
事
故
撲
滅
へ
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
る
︒

　

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
︑
全
国
の
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
と
共
催

の﹁
車
輪
脱
落
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
﹂を
実
施
し
て
い
る
︒

こ
こ
で
は
︑
同
セ
ミ
ナ
ー
の
模
様
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
紹

介
す
る
︒

②④

①③

オイル等の塗布の必要性などを解説（動画より）

「
ス
ト
ッ
プ

「
ス
ト
ッ
プ
‼‼
車
輪
脱
落
事
故
」

車
輪
脱
落
事
故
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
動
画
を
制
作

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
動
画
を
制
作

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
車
輪
脱
落
事
故
激
増
を
受
け

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
車
輪
脱
落
事
故
激
増
を
受
け

各
地
で
「
車
輪
脱
落
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

各
地
で
「
車
輪
脱
落
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の 

交
換
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
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福
岡
ロ
ジ
テ
ッ
ク
㈱
は
︑

平
成
10
年
に
永
山
浩
二
代
表

取
締
役
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
運
送
会
社
で
あ
る
︒
同
社

で
は
14
年
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
の
利
用
を
開
始
し
て
い
る
︒

　

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
は
︑
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
︑

荷
物
を
依
頼
し
た
い
事
業
者

と
空
車
を
活
用
し
た
い
事
業

者
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
求
荷
求
車

情
報
の
登
録
や
情
報
を
検
索

す
る
︒
自
社
が
求
め
る
荷
物

情
報
や
車
両
情
報
と
う
ま
く

マ
ッ
チ
し
そ
う
な
情
報
を
見

つ
け
た
ら
︑
ま
ず
相
手
先
に

電
話
で
連
絡
︒
さ
ら
に
詳
細

条
件
を
詰
め
た
上
で
︑
成
約

に
結
び
つ
け
る
︒
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
求
荷
求
車
情
報

を
掲
載
す
る
こ
と
で
︑
全
国

永
山
代
表
は
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

の
信
頼
性
の
高
さ
を
最
も
評

価
し
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
最
大

の
強
み
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
事
業

協
同
組
合
の
全
国
組
織
で
あ

る
︑
日
本
貨
物
運
送
協
同
組

合
連
合
会
（
日
貨
協
連
）
が

運
営
し
て
い
る
こ
と
で
︑
公

平
・
公
正
な
運
用
が
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
︒

ま
た
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
は
︑

優
良
な
事
業
者
が
多
く
参
加

し
て
い
る
上
︑
万
一
の
場
合

で
も
︑
組
合
員
の
倒
産
等
に

備
え
た
﹃
Ｋ
Ｉ
Ｔ
運
送
代
金

補
償
（
取
引
信
用
）
保
険
﹄

や
荷
物
の
破
損
事
故
に
備
え

た
﹃
Ｋ
Ｉ
Ｔ
荷
物
保
険
﹄
な

ど
︑
協
同
組
合
同
士
で
責
任

を
負
う
仕
組
み
が
確
立
さ
れ

て
い
る
た
め
︑
安
心
し
て
Ｗ

ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
﹂（
永
山
代
表
）

帰
り
荷
物
（
九
州
↓
関
西
）

の
手
配
を
開
始
し
た
︒
当
初

は
帰
り
荷
物
が
手
配
で
き
ず

に
︑
空
車
で
関
西
ま
で
帰
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
︒
同
社
で
は
自
社
と
同

様
︑
帰
り
荷
の
確
保
に
困
っ

て
い
る
同
業
者
に
迅
速
に
荷

物
情
報
を
提
供
す
る
た
め
︑

九
州
の
荷
主
開
拓
を
進
め
て

関
西
に
輸
送
す
る
荷
物
を
探

し
︑
毎
日
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
に

荷
物
情
報
を
入
力
し
て
関
西

の
運
送
事
業
者
へ
の
情
報
発

信
に
努
め
た
︒
そ
の
結
果
︑

関
西
だ
け
で
な
く
全
国
の
加

盟
事
業
者
か
ら
九
州
か
ら
の

帰
り
便
の
求
荷
情
報
も
増
え

た
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
永
山
代
表
は
︑
東

京
や
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
会

議
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
︑
多
く
の
加
盟
事
業
者
の

担
当
者
と
名
刺
交
換
を
行

い
︑
ハ
ガ
キ
や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
な
ど
を
長
年
発
送
し
続

得
し
た
ほ
か
︑
26
年
度
か
ら

令
和
３
年
度
に
か
け
て
同
部

門
で
１
位
を
獲
得
し
︑
８
連

覇
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
て
い

る
︒

　
﹁
本
社
と
グ
ル
ー
プ
会
社

の
福
岡
ロ
ジ
テ
ッ
ク
関
東
㈱
︑

福
岡
ロ
ジ
テ
ッ
ク
九
州
㈱
の

３
事
業
所
を
合
わ
せ
る
と
︑

現
在
の
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
取

扱
高
は
年
間
９
億
円
に
達
し

て
い
ま
す
︒
ま
さ
に
︑
Ｗ
ｅ

ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
と
と
も
に
当
社
も

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
こ
と
が
い
え
る
で
し
ょ

う
︒
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
で
繋
が

っ
て
い
る
運
送
事
業
者
は
３

０
０
０
社
に
も
な
っ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
は
︑
全
国

の
荷
物
や
車
両
の
登
録
状
況

や
成
約
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
︑
そ
の
時
々
の
需
給
動
向

を
い
ち
早
く
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒

　
﹁
効
率
の
良
い
配
車
の
基

本
は
︑
繁
忙
期
に
ど
れ
だ
け

　

最
後
に
︑
ま
だ
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
こ
と
の
な

い
事
業
者
に
対
し
て
︑
永
山

代
表
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
た
︒

　
﹁
閑
散
期
に
一
時
的
に
Ｗ

ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
荷
物
情
報
を

見
て
︑
荷
物
が
少
な
い
か
ら

と
利
用
を
止
め
て
し
ま
う
運

送
事
業
者
も
い
る
よ
う
で

す
︒
し
か
し
︑
荷
物
情
報
が

少
な
い
時
に
も
荷
種
に
よ
り 

繁
閑
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
︑
当
社
も
含
め
そ
の
時
点

の
繁
忙
期
の
荷
物
情
報
を
登

録
し
て
い
る
事
業
者
も
多
い

の
で
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
を
継

続
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
︒
自
社
が
求
め
て
い

る
情
報
を
待
つ
だ
け
で
は
な

く
︑
自
社
の
荷
物
情
報
や
空

車
情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
で

積
極
的
に
発
信
し
て
い
け

ば
︑成
約
に
結
び
つ
き
ま
す
︒

﹃
情
報
は
発
信
し
た
量
に
比

例
し
て
受
信
で
き
る
﹄
と
信

じ
︑
積
極
的
に
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
︑

き
っ
と
自
社
の
仕
事
の
幅
は

大
き
く
拡
が
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
福
岡
ロ
ジ
テ

ッ
ク
㈱　

永
山
浩
二
代
表
取

締
役
、
永
山
祐
資
専
務
取
締

役

各
地
の
多
く
の
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
加
盟
事
業
者
が
登
録
情
報

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
︑

効
率
的
に
帰
り
荷
や
傭
車
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
︑
パ
ー
ト
ナ
ー
づ
く
り
を

通
じ
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
の
拡
大
が
期
待
で
き

る
（
図
）︒

　

同
社
で
は
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
以
外
に
も
様
々
な
求
荷
求

車
シ
ス
テ
ム
に
参
加
し
た
が
︑

　

当
初
同
社
で
は
︑
九
州
か

ら
関
西
へ
の
自
社
便
の
帰
り

の
空
車
（
関
西
↓
九
州
）
に

積
載
す
る
荷
物
を
確
保
す
る

た
め
に
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
︒
関
西
か
ら
九
州

へ
の
空
車
情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
に
登
録
し
︑
九
州
向
け

の
荷
物
情
報
を
検
索
︒
そ
れ

と
と
も
に
︑
地
元
の
協
同
組

合
事
務
局
か
ら
九
州
向
け
に

強
い
運
送
事
業
者
を
紹
介
し

て
も
ら
い
︑
九
州
向
け
荷
物

情
報
の
提
供
を
依
頼
す
る
電

話
を
か
け
続
け
た
︒
そ
の
結

果
︑
徐
々
に
同
社
の
認
知
度

が
上
が
り
︑
九
州
向
け
荷
物

情
報
を
定
期
的
に
同
社
に
連

絡
す
る
事
業
者
も
増
え
︑
帰

り
便
の
積
載
効
率
の
向
上
に

成
功
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
反
対
に
︑
関
西

の
事
業
者
か
ら
同
社
に
対
し

帰
り
便
の
荷
物
の
確
保
の
依

頼
も
増
え
︑
関
西
か
ら
九
州

に
来
た
ト
ラ
ッ
ク
向
け
に
︑

空
車
の
ト
ラ
ッ
ク
を
集
め
ら

れ
る
か
︑
閑
散
期
に
ど
れ
だ

け
荷
物
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
る
か
で
す
︒
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
て
数
日
先
の
求

荷
求
車
状
況
を
確
認
す
る
こ

と
で
︑
効
率
の
良
い
配
車
を

組
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
﹂（
同
）

け
︑人
脈
づ
く
り
に
励
ん
だ
︒

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
と
と

も
に
仕
事
の
繋
が
り
も
広
が

っ
て
い
き
︑
同
社
の
Ｗ
ｅ
ｂ

Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
成
約
数
や
売
上
高

も
大
き
く
増
加
︒
24
年
度
に

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約
件
数
部

門
で
初
め
て
全
国
１
位
を
獲

全
国
各
地
か
ら
の
求
荷
求
車
情
報
が
充
実

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
取
引
に
お
け
る
不
安
解
消
策
も

　

コ
ロ
ナ
禍
で
輸
送
需
要
が
減
少
す
る

中
、
燃
料
価
格
の
高
騰
や
働
き
方
改
革

へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
適
正
運
賃
収
受
促

進
や
輸
送
品
質
・
輸
送
効
率
の
向
上
、

経
営
環
境
改
善
、
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
に
資

す
る
求
荷
求
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｗ
ｅ
ｂ

Ｋ
Ｉ
Ｔ
」
を
事
業
に
活
用
し
、
事
業
の

持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い
る
運
送

事
業
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
本
企
画
で
は
、
福
岡
ロ
ジ
テ
ッ

ク
㈱
（
福
岡
県
宇
美
町
）
の
「
Ｗｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
」
活
用
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

企業プロフィール
社名	 福岡ロジテック㈱
本社所在地	 福岡県粕屋郡宇美町井野229-1
代表者	 代表取締役　永山　浩二
設立	 平成10年6月1日
資本金	 1,500万円
社員数	 50人（うちドライバー30人）
車両数	 30台

「
攻
め
の
姿
勢
」
で
求
荷
求
車
情
報
を
積
極
発
信

新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
が
仕
事
の
幅
を
拡
げ
る

荷
物
や
車
両
の
動
き
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握

高
効
率
・
高
収
益
に
繋
が
る
配
車
を
実
現

「
情
報
は
発
信
し
た
量
に
比
例
し
て
受
信
で
き
る
」

積
極
的
に
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
収
益
増
へ

同
社
で
は
、
福
岡
~
関
西
・
名
古
屋
・

関
東
間
の
輸
送
を
得
意
と
し
て
い
る

永山　浩二
代表取締役

同社では、WebKITを活用して求荷求車情報を積極的に発信している

図　WebKIT のメリット
①世間の荷物やトラックの動きの状況が読める
②運送効率が上がる
③車種や地域での不得意がなくなる
④ドライバー不足でも受注を増やせる
⑤求荷求車を超えた人的ネットワークが拡がる

⇒結果、会社が発展していく
（出典）同社資料

運
送
事
業
者
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
推
進
に
よ
る
経
営
改
善
特
集�

福
岡
ロ
ジ
テ
ッ
ク
㈱
（
福
岡
県
）

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
に
威
力
を
発
揮

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
に
威
力
を
発
揮

「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
」を
活
用
し
て

「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
」を
活
用
し
て

効
率
的
に
帰
り
荷
や
傭
車
を
確
保

効
率
的
に
帰
り
荷
や
傭
車
を
確
保
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やっぱり出てきた「マスク占い」……!?

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜環状交差点編〜
 【解 答】2面に問題
❶ ○（法第4条第3項）環状交差点は、車両の通行の用に供
する部分が環状の交差点であって、道路標識等により車両が
当該部分を右回りに通行すべきことが指定されているものを
いう。
❷ ×（法第35条の2第2項）環状交差点において直進し、又
は転回するときは、あらかじめその前からできる限り道路の左
側端に寄り、かつ、できる限り環状交差点の側端に沿って（道
路標識等により通行すべき部分が指定されているときは、その
指定された部分を通行して）徐行しなければならない。
❸ ×（教則第5章第7節 交差点の通り方4-⑶）環状交差点に
入ろうとするときは、徐行するとともに、環状交差点内を通行
する車や路面電車の進行を妨げてはならない。
❹ ○（施行令第21条第2項）環状交差点を出るときの合図は、
その行為をしようとする地点の直前の出口の側方を通過した
ときである。
❺ ○（法第53条第2項）車両の運転者は、環状交差点におい
て、環状交差点を出るとき、徐行・停止するとき・後退すると
きは、合図をしかつこれらの行為が終わるまでその合図を継
続しなければならない。

※
解
答
は
、
10
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜坂道編〜
 【解 答】4面に問題
❶ ○（法第30条）勾配の急な下り坂や
上り坂の頂上付近での追越しは禁止さ
れている。
❷ ×（法第44条）坂の頂上付近は、駐
停車が禁止されている。
❸ ×（教則第6章第2節 坂道・カーブ1-
⑴）前の車が後退して衝突することがあ
るので、上り坂で前の車に続いて停車す
るときはあまり接近し過ぎないようにす
る。
❹ ×（教則第6章第2節 坂道・カーブ1-
⑷）下り坂では、低速のギアを用い（オー

トマチック車ではチェンジレバーを2か
L（または1）に入れ）、エンジンブレー
キを活用する。長い下り坂で、フットブ
レーキをひんぱんに使い過ぎると、急に
ブレーキが効かなくなることがあり危険
である。
❺ ○（教則第6章第2節 坂道・カーブ1-
⑹）坂道では、上り坂での発進がむず
かしいため、下りの車が上りの車に道を
譲る。しかし、近くに待避所があるとき
は、上りの車でも、その待避所に入って
待つ。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
５
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①まず、急に雨が降ってきたことにより、自車周辺にいる
すべての人が「濡れたくない」と考えることから、急ぎ
の心理に陥りやすくなり、安全確認が疎かになりやす
くなることを理解しておきましょう。この場面では、横
断歩道をコンビニエンスストアの方に向かってくる歩
行者がいます。歩行者が「早くコンビニエンスストア
で雨宿りしよう」と考え慌てて走り出した場合、それに
気づいた前車が急停止することが予測できます。漫
然と前車に追従していると、前車の急停止に対応で
きずに追突する危険があります。追従時でもしっかり
周囲の状況を確認しながら運転しましょう。

②自車の左後方から二輪車が近づいてきています。こ
の二輪車を見落としたり、発見が遅れると巻き込み事
故に繋がります。二輪車は晴れて視界の良い時でも
ミラーの死角に入りやすいだけでなく、スピードも的
確に把握することが難しく見落としやすい存在です。
左折時には交差点に接近した時はもちろん、左折直
前でもミラーと目視で接近している二輪車がいない
か、しっかり確認した上で左折しましょう。

③安全に左折してもまだ油断は禁物です。左折した先
のコンビニエンスストア駐車場から、道路に出ようと
する車がいます。この車も雨が降り始めたことから先
を急ぎたいと考え、自車の前に出てくることを予測し

①歩行者に気づき急停止した前車に追突する危険があ
ります（図１）。

②左折時、後方を走行してきた二輪車を巻き込む危険
があります（図2）。

③コンビニエンスストアの駐車場から出てきた車と衝
突する危険があります（図3）。

　あなたは前車に追従してコンビニエン
スストアのある交差点を左折しようとして
います。天候は急に悪化して雨が降ってき
ました。この場面にはどのような危険があり
ますか。また、危険を避けるためにはどのよ
うな運転をすればよいでしょうか。考えてみ
ましょう。

図１

図２

図３

ておきましょう。駐車場から出ようとする車が
いる場合は、一時停止して道を譲りましょう。他
車に事故を起こさせないことも、プロドライバ
ーの務めです。

②

①

　

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

で
は
︑
出
産
・
育
児
等
に
よ

る
労
働
者
の
離
職
を
防
ぎ
︑

希
望
に
応
じ
て
男
女
と
も
に

休
の
分
割
取
得
︑
②
産
後
パ

パ
育
休（
出
生
時
育
児
休
業
）

の
創
設
︱
︱
が
導
入
さ
れ
る
︒

　

育
休
は
性
別
を
問
わ
ず
に

取
得
で
き
る
も
の
で
︑原
則
︑

子
が
１
歳
に
達
す
る
日
（
１

歳
の
誕
生
日
の
前
日
）
ま
で

の
︑
労
働
者
が
希
望
す
る
期

間
に
取
得
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
︒
10
月
１
日
か
ら
は

分
割
し
て
２
回
育
休
を
取
得

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒

　

ま
た
︑産
後
パ
パ
育
休
は
︑

男
性
の
育
休
取
得
を
促
進
す

る
制
度
で
あ
り
︑
男
性
労
働

者
が
取
得
可
能
と
な
る
（
養

子
の
場
合
等
は
女
性
も
取
得

可
）︒

　

産
後
パ
パ
育
休
は
︑
子
の

出
生
後
８
週
間
以
内
に
︑
４

週
間
ま
で
の
間
の
労
働
者
が

希
望
す
る
期
間
に
取
得
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
︒

　

改
正
法

施
行
に
向
け

て
事
業
者
が

準
備
す
べ
き

内
容
は
︑図
２
の
通
り
で
あ
る
︒

　

な
お
︑厚
生
労
働
省
で
は
︑

就
業
規
則
に
お
け
る
育
児
・

介
護
休
業
等
の
取
り
扱
い

や
︑
育
児
・
介
護
休
業
等
に

関
す
る
規
則
の
規
定
例
︑
育

児
・
介
護
休
業
等
に
関
す
る

労
使
協
定
の
例
な
ど
を
ま
と

め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹃
就
業

規
則
へ
の
記
載
は
も
う
お
済

み
で
す
か
~
育
児
・
介
護
休

業
等
に
関
す
る
規
則
の
規
定

例
~
﹄（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）

を
ま
と
め
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
厚

労
省
で
は
各

都
道
府
県
労

働
局
に
育
児

休
業
制
度
等
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
る
ほ
か
︑
改
正
法

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

て
い
る
︒
詳
細
は
︑
厚
労
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー

ド
②
）
を
参
照
の
こ
と
︒

仕
事
と
育
児
等
を
両
立
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
︑﹁
産

後
パ
パ
育
休
制
度
の
創
設
﹂

や
﹁
雇
用
環
境
整
備
﹂︑﹁
個

別
周
知
・
意
向
確
認
の
措
置

の
義
務
化
﹂
な
ど
の
改
正
を

行
っ
て
い
る
（
図
１
）︒

　

10
月
１
日
か
ら
は
︑
①
育

　

出
産
・
育
児
等
に
よ
る
従
業
員
の
離

職
を
防
ぎ
︑
従
業
員
の
希
望
に
応
じ
て

男
女
と
も
に
仕
事
と
育
児
等
を
両
立
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
︑
育

児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
︑
順
次

施
行
さ
れ
て
い
る
︒
今
年
10
月
1
日
か

ら
は
︑新
た
に﹁
産
後
パ
パ
育
休
制
度（
出

生
時
育
児
休
業
制
度
）﹂
が
創
設
さ
れ

る
と
と
も
に
︑﹁
育
児
休
業
の
分
割
取
得
﹂

が
可
能
と
な
る
た
め
︑
事
業
者
は
10
月

1
日
ま
で
に
就
業
規
則
の
変
更
等
の
対

応
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
改
正
﹁
育
児
・
介
護
休

業
法
﹂（
令
和
３
年
６
月
９
日
公
布
︑
４

年
４
月
１
日
よ
り
順
次
施
行
）
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

新
制
度
の
速
や
か
な
導
入
に
向
け
て

新
制
度
の
速
や
か
な
導
入
に
向
け
て

就
業
規
則
見
直
し
・
労
使
協
定
締
結
な
ど
の
準
備
を

就
業
規
則
見
直
し
・
労
使
協
定
締
結
な
ど
の
準
備
を

2
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
へ
の
対
応

「
産
後
パ
パ
育
休
」「
育
休
分
割
取
得
」
が
開
始

「
産
後
パ
パ
育
休
」「
育
休
分
割
取
得
」
が
開
始

柔
軟
な
育
休
の
枠
組
み
を
整
備

柔
軟
な
育
休
の
枠
組
み
を
整
備

1 

10
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
制
度

「
仕
事
と
育
児
の
両
立
」を
目
指
し
て
　
就
業
規
則
の
見
直
し
等
速
や
か
な
対
応
を

「
仕
事
と
育
児
の
両
立
」を
目
指
し
て
　
就
業
規
則
の
見
直
し
等
速
や
か
な
対
応
を

※⑤は、従業員数 1,000 人超の企業が対象

令和

※

図２

図１　育児・介護休業法　改正の概要

■令和４年４月１日施行（産後パパ育休については 10 月１日から対象）
①雇用環境整備、個別の周知・意向確認の措置の義務化（全企業義務）
②�有期雇用労働者の育児・介護休業取得要件の緩和（全企業義務、就

業規則要見直し）

■令和４年 10 月１日施行
③�産後パパ育休（出生時育児休業）の創設（全企業義務、就業規則要

見直し）
④育児休業の分割取得（全企業義務、就業規則要見直し）

■令和５年４月１日施行
⑤�育児休業取得状況の公表の義務化（従業員数 1,000 人超の企業が対

象）

厚
労
省

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
へ
の
対
応
は
お
済
み
で
す
か
？

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
へ
の
対
応
は
お
済
み
で
す
か
？

10
月
１
日
よ
り
「
産
後
パ
パ
育
休
」

「
育
休
分
割
取
得
」
が
ス
タ
ー
ト

二次元コード②

二次元コード①
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※予定となっている講習会については、日程が決まり次第エコモ財団HPにて詳細を掲載いたします。
講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。
既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽１丁目４番14号 後楽森ビル 10階〒112-0004
http://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276グリーン経営業務室

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/
で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで3.2％の燃費向上、車両故障件数21.1％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2020年版より）環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

トラック
バス、タクシー

トラック
バス、タクシー

トラック
バス、タクシー

関東運輸局

中部運輸局

中部運輸局
エコモ財団

グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
押してください

岐阜市民会館　会議室80（2階） 
岐阜市美江寺町2丁目6番地

CSA貸会議室
レイアップ御幸町ビル 6階 6-C
静岡市葵区御幸町11-8

東京都内11月中旬
（予定）

10月11日（火）

10月7日（金） 13：30～16：30

13：30～16：30

ー

2022・9・25

▼
北
海
道

の
知
人
か

ら
送
ら
れ

て
き
た
ト

ウ
モ
ロ
コ

シ
︒
黄
色
の
﹁
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ

ュ
﹂
と
白
色
の
﹁
ロ
イ
シ
ー
コ
ー

ン
﹂
で
︑
ど
ち
ら
も
糖
度
が
17
度

以
上
と
抜
群
の
美
味
し
さ
で
す
︒

夏
の
間
は
︑
地
元
産
直
セ
ン
タ
ー

で
幾
度
と
な
く
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

買
い
求
め
︑
茹
で
た
り
焼
い
た
り

し
て
﹁
夏
季
限
定
﹂
の
風
物
詩
を

堪
能
し
ま
し
た
︒
▼
皮
を
剥
き
︑

ひ
げ
を
取
る
下
準
備
も
楽
し
い
作

業
で
す
︒
あ
る
農
家
さ
ん
の
話
で

は
︑
１
本
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
は

約
６
４
０
の
粒
が
あ
り
︑
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
粒
と
ひ
げ
の
数
は
同
じ

で
︑
ま
た
粒
の
数
は
必
ず
偶
数
に

な
る
と
の
こ
と
で
︑
少
し
驚
き
で

す
︒
▼
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
）
の
生
産
量
日
本
一
（
令

和
元
年
時
点
）
は
北
海
道
で
︑
全

国
シ
ェ
ア
は
約
41
％
︑
２
位
の
茨

城
県
と
３
位
の
千
葉
県
を
合
わ
せ

る
と
全
体
の
約
55
％
に
達
し
ま

す
︒
土
壌
に
よ
り
糖
度
や
風
味
に

若
干
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
︑
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
畑
が
育
ん
だ
美
味

し
い
大
地
の
贈
り
物
で
す
︒
知
人

に
頂
い
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
︑
皮

を
剥
く
と
丸
々
と
し
た
体
躯
で
︑

粒
も
綺
麗
に
並
ん
で
お
り
︑
ま
る

で
﹁
今
が
旬
の
終
わ
り
︑
味
わ
っ

て
食
べ
て
﹂
と
い
わ
ん
ば
か
り
で

し
た
︒
▼
﹁
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
を

潰
し
て
球
場
を
造
れ
ば
彼
ら
は
帰

っ
て
来
る
﹂︒
不
思
議
な
﹁
声
﹂
を

聞
い
た
主
人
公
は
︑
訝
し
が
る
周

囲
の
人
々
の
声
に
挫
け
ず
︑
彼
を

励
ま
し
見
守
る
人
々
に
支
え
ら

れ
︑
見
事
に
球
場
を
造
り
ま
す
︒

あ
る
月
明
か
り
の
晩
に
グ
ラ
ブ
と

バ
ッ
ト
を
手
に
し
た
往
年
の
メ
ジ

ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
た
ち
が
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
畑
か
ら
続
々
と
現
れ
︑
大
歓

声
の
中
で
試
合
を
行
い
︑
そ
し
て

彼
ら
は
再
び
静
か
に
笑
顔
を
た
た

え
な
が
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
へ
と

消
え
て
行
き
ま
す
︒
１
９
８
９（
平

成
元
）
年
に
ケ
ビ
ン
・
コ
ス
ナ
ー

主
演
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
米
国
映
画

﹃
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
ド
リ
ー

ム
ス
﹄︒﹁
夢
は
信
じ
れ
ば
必
ず
叶

う
﹂
を
実
践
し
た
︑
涙
を
誘
う
感

動
の
物
語
で
す
︒
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
見
る
た
び
に
︑
こ
の
映
画
を
思

い
出
し
ま
す
︒▼
今
か
ら
15
年
前
︑

出
張
先
の
札
幌
か
ら
函
館
に
移
動

す
る
際
に
立
ち
寄
っ
た
中
山
峠
の

売
店
で
食
べ
た
﹁
焼
き
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
﹂
は
︑
そ
れ
は
と
て
も
美
味

で
し
た
︒
地
元
協
会
の
職
員
と
私

の
上
司
と
私
と
で
︑
車
で
一
緒
に

函
館
に
向
か
う
途
中
の
一
コ
マ
で

す
︒
今
で
も
あ
の
時
食
べ
た
１
本

の
焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
﹁
味
﹂

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
︒
一
昨
年
に

鬼
籍
に
入
っ
た
梅
田
部
長
さ
ん

が
︑
あ
の
時
﹁
山
ち
ゃ
ん
︑
北
海

道
の
焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
最
高

だ
よ
﹂
と
微
笑
み
な
が
ら
言
っ
た

あ
の
一
言
が
︑
未
だ
に
脳
裏
に
焼

き
付
い
て
い
ま
す
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
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都道府県名 実施日 イベント・キャンペーン等

北 海 道 9/17・18 ◦「トラック協会杯第34回全道少年団（U-11）サッカー大会」

（札幌地区） 10/9 ◦オリジナル絵本の寄贈（札幌市教育委員会〔各小学校〕、児童会館、子ども未来図書等）
◦「チビッコあつまれ！ 読み聞かせ広場 on YouTube」の配信

（函館地区） 9/25 ◦「トラック☆フェスティバル IN 函館」

（室蘭地区） ー ◦「第3回こども絵画コンクール」（作品募集期間：6/20～9/30、展示会開催期間：1/21・22、作品テーマ：
「『あったらいいな』こんなトラック」）

（旭川地区） 9/10 ～ 30 ◦「街頭啓発・清掃活動」（9/10～30 全8支部・9か所で実施）
◦記念植樹の実施（日程未定）

（十勝地区） 10/9 ◦トラックの森づくりエコ植樹、街頭啓発（日程未定）
◦こども絵画コンクール（10/9 受賞者発表）

（釧根地区） 9/18 ◦「トラックDAYフェスタ」（9/18）
◦「トラックの日」清掃活動（9～10月に実施予定）

（北見地区） ー ◦こども絵画コンクール（作品募集期間：7/25～9/20、作品テーマ：「『あったらいいな』こんなトラック」）

青 森 県 10/9 ◦「トラック感謝デー2022」（青森運輸支局構内）車両展示、トラック綱引き大会、スタンプラリー、ステージイ
ベント、ラジコントレーラ操縦体験、人材確保・トラック輸送PRパネル展示　等

岩 手 県 中止
10/9

◦「トラックフェスタ2022 in アピオ」（中止）
◦「第29回私の街に『こんなトラックあったらいいな』絵画コンクール」（表彰式：中止）
◦テレビCM放映（10/9）

宮 城 県 10月中
◦各支部青年組織（8支部）ごとの清掃活動・献血等の社会奉仕活動
◦気仙沼リトルシニア創立記念親善少年野球大会「宮城県トラック協会CUP」特別協賛
◦「みやぎトラックの森」づくり植樹活動

秋 田 県 10/1 ◦「トラックフェスタ2022」、交通安全パレード、交通安全宣言、絵画コンクール、絵画コンクール表彰式、働く
車大集合、羅漢ライブ　等

山 形 県 10/9、10/10
◦「トラックが運んでいる新鮮野菜等　大販売会」（山形県トラック総合会館）、働く車、ラッピング車の展示
（10/9）

◦映画上映会「とんび」ムービーオン山形にて、トラック協会CM動画放送後上映（10/10）

福 島 県 9/25
10月末

◦J3「福島ユナイテッドFC」冠試合「福島県ト協スペシャルマッチ～10月9日はトラックの日～」の開催、トラッ
ク運送業界のPR活動（9/25）

◦「『トラックの森づくり』事業」福島県相馬市磯部地区での海岸防災林植樹活動（10月末予定）

茨 城 県  未定 ◦各支部でのPR活動（地域マラソン大会、道の駅）、道路清掃活動等を予定

栃 木 県 10/16
11/26・27

◦地元プロスポーツチームの冠試合・ゲームスポンサー（10/16「栃木SC」、11/26・27「宇都宮ブレック
ス」）車両展示、イベントブースでの業界・協会PR、抽選会､会場内スクリーンでのCM放送　等

群 馬 県 10/8 ◦県下14支部で一斉道路清掃活動、群馬県トラック協会敷地等に「飲酒運転根絶」等ののぼり旗掲出

埼 玉 県 11/20 ◦「交通安全・環境フェア」（埼玉スタジアム2002東駐車場）

千 葉 県 9 ～12月 ◦支部：県下16支部でのイベント・広報活動（9～11月）
◦本部：「交通安全標語・児童絵画コンクール」（表彰式：9～12月開催予定）

東 京 都 9/17・18 ◦「トラックフェスタTOKYO2022　親子で体験！安全と環境～ウィズコロナからアフターコロナに向けて～」

神 奈 川 県 中止
10/9

◦「交通安全子どもショー」（中止）
◦新聞広告の掲載（「毎日新聞神奈川県版」「神奈川新聞」、10/9）

山 梨 県 12月 ◦テレビ特別番組の制作・放映（1時間番組、12月放送予定）業界の実態、「トラックの日」をPR

新 潟 県 10/8 ◦J2「アルビレックス新潟」ホームゲームへのブース出展

長 野 県 10月予定 ◦「トラックの日」新聞広告
◦県下７地区でのイベント開催（調整中）

全国のトラック協会は、10月9日の「トラックの日」を中心に、地域色豊かなイベントやキャンペーン等を実施します（※9月12日現在。詳細については、各都道府県トラック協会まで）。

都道府県名 実施日 イベント・キャンペーン等

富 山 県 10/7
10/15

◦交通安全街頭キャンペーン（10/7北陸道上り 小矢部川サービスエリア）「トラックの日」のチラシ・グッズ等配
布

◦「第2回わたしたちの夢のトラック『こんなトラックあったらいいな』小学生絵画コンクール」（10/15）表彰式、
ラッピングトラック出発式

石 川 県
10/7、10/8

10/18
11/28

◦広告媒体（自習ノート）を活用した業界PR活動（10/7）
◦県下一斉道路清掃活動「クリーン作戦2022」の実施（10/8）
◦交通災害等遺児をはげます会への寄付金の寄贈（10/18）
◦広告媒体（小学生新聞）を活用した業界PR活動（11/28）

福 井 県 10/9 ◦�「トラックの日」周知・業界PRの新聞広告を掲載

岐 阜 県
10/9

11月初旬
〜中旬

◦新聞広告の掲載（10/9 中日新聞・岐阜新聞）
◦プロバスケットボールチーム「岐阜スゥープス」共催試合開催（11月初旬～中旬）、観客の招待、会場での業

界PRや交通安全啓発活動

静 岡 県 9/26 〜 10/9
9 ～10月

◦ＪＲ東海テーマトレイン３両ジャック（9/26～10/9）
◦「トラックフェスタ2022」（10/9　静岡県トラック会館）
◦テレビ・Web・新聞を使った「トラックの日」イベント告知（9～10月）
◦「トラックの日」清掃活動及び交通安全立哨活動（10月）

愛 知 県 10/7 〜 9
◦「県内一斉トラックパレード」（10/7～9）
◦「トラックの日名古屋第一支部総決起大会」（10/9）
◦ラジオCM、ネット広告動画の制作・放映

三 重 県 10/7
11月

◦県内9支部での道路清掃活動（10/7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◦「トラックフェスタ2022」（11月開催予定）トラック綱引き、カルタ大会、スタンプラリー、トラック展示　等

滋 賀 県 10/15
11/3

◦「第7回滋賀県交通安全フェア」（10/15）
◦令和4年度「おうみの森づくり事業」（11/3）

京 都 府
10/9
11/5
11/23

◦プロバスケットボースチーム「京都ハンナリーズ」冠試合（10/9）
◦トラックの日スペシャルデーを開催、業界ＰＲや交通安全啓発活動
◦「育てよう！きょうとトラックの森　チャレンジ里山体験2022」（11/5 銀閣寺山国有林）
◦「トラックフェスタ2022」（11/23 京都パルスプラザ大展示場）

大 阪 府 10/2 ◦「トラックフェスタ2022」（吹田市万博記念公園）

兵 庫 県
中止
10/9
10月

◦トラックの日イベント（中止）
◦「トラックの日」PR特別番組の制作・放送（10/9 サンテレビ）
◦県下13地区での「トラックの日」街頭PRキャンペーン（10月）

奈 良 県 9/24 ◦主要駅等での「トラックの日」街頭広報活動、地元新聞への広告掲載（「トラックの日」・交通安全事故防止
等）、地元テレビ局でのCM放映

和 歌 山 県 中止
10月

◦イベント（中止）
◦�「トラックの日」交通安全月間と定めた10月に、テレビ・ラジオ・新聞折り込みチラシ等の広報活動、絵画コン

クールの開催（作品はラッピングトラック化〔20台〕）、啓発グッズの配布

鳥 取 県
9/10、26
10/9前後

12月

◦森林整備活動（9/10 伯耆町「トラックの森」）
◦児童絵画コンテスト（9/26）
◦県下各県会員事業所周辺の清掃、交通安全教室（10/9前後）
◦交通遺児基金（12月頃）

島 根 県 10/8 ◦「トラックの森」草刈り作業、運送業界PR広報活動（10/8 松江市山陰道宍道湖サービスエリア裏山）

岡 山 県
中止
7/30

7 ～ 9月

◦「はたらくトラックファミリーフェスタ」（中止）
◦J2「ファジアーノ岡山」の冠試合「県トラックデー」を開催（7/30）
◦「小学生絵画コンクール」（募集期間：7～9月）

広 島 県 10/9 ◦「第29回ひろしまトラックまつり」（広島運輸支局構内）絵画コンクール表彰式、学生向けビジネスコンテスト
「とらビズ！」ビジネスアイデア審査結果発表等

山 口 県
10/7 ～ 10
10/1・8

10/9

◦絵画コンクール作品展示（10/7～10 県内9か所）
◦各支部による国道周辺清掃活動、交通安全街頭キャンペーン等（10/1・8）
◦トラックの日イベント（山口県トラック協会研修会館）絵画コンクール表彰式（10/9）

徳 島 県 10/3
10月中旬

◦献血キャンペーン（10/3　四国高速運輸駐車場）
◦「とくしま協働の森づくり事業」（10月中旬）幼稚園や保育園に間伐材を活用した木製遊具等を贈呈
◦「働くトラック」こども絵画コンクール入賞作品展示（10月中旬 ゆめタウン徳島）

香 川 県 10/2 ◦「働く車2022」へのブース出展

愛 媛 県 10/2、11/12
12 〜 2月

◦「トラックフェスタ２０２２」～コロナに負けないトラック～（10/2）
◦「トラックの日　親子サッカー教室」「愛媛FC応援観覧」（11/12）
◦「トラックの森」植樹事業（１２月～２月予定）

高 知 県 9/23
調整中

◦「高知市交通安全広場」（9/23）
◦「とらっくの森」事業（10月）
◦交通安全教室（10～11月）

福 岡 県 10/9 ◦「TRUCK FES 2022」（博多駅前広場）音楽ライブ、キッズダンス、クイズ、ビンゴ大会、シートベルトコンビン
サー、子ども安全免許証、VR体験、縁日、警察車両展示　等

佐 賀 県 10/16
◦佐賀新聞社主催の「ばぶばぶフェスタ」に出展（10/16 どんどんどんの森広場）貨物運送業界に関するＷｅｂ

アンケート、ＰＲグッズの配布、ダンプ車を活用した的当てゲーム、ラッピングトラックの展示、絵画コンクール
表彰式・入賞作品展示　等（予定）

長 崎 県 9/25
10/9

◦交通安全キャンペーンへの参加（9/25）
◦「燃料高騰」「トラックの日」「Gマーク制度」「引越安心マーク制度」等についての新聞広告掲載（10/9）

熊 本 県 10/8
10/15

◦�「ドライブインシアター」（10/8）トラックの運転席への体験試乗等の業界PR活動
◦�新聞等でのPR広報活動、県下12支部における県内主要道路等の清掃活動（10/15）

大 分 県 10/9 ◦「トラックの日記念イベント」出展（TOSハウジングメッセ）魚のつかみ取り等

宮 崎 県 9 〜 11月

◦J3「テゲバジャーロ宮崎」のマッチデースポンサー（9/18）
◦チャリティゴルフ（9/27）
◦献血活動（10/9　10/11　10/12）
◦「Karada Good Miyazaki フェスタ2022」へのブース参加（11/13）
◦「トラックの森」植樹式（11/19）

鹿 児 島 県 10月 ◦「トラックの日」イベント（10月中予定）

沖 縄 県 10/15 ◦「トラックの日」イベント（10/15 九州沖縄トラック研修会館）絵画コンクール表彰式、大型車両乗車体験、ウ
ィング車両を舞台として使用したラジオ出前生放送　等

「トラックの日（10月9日）」「トラックの日（10月9日）」各都道府県トラック協会の主な活動各都道府県トラック協会の主な活動



追突・交差点事故ゼロをめざして追突・交差点事故ゼロをめざして

飲酒運転の根絶をめざして飲酒運転の根絶をめざして

出典：（公財）交通事故総合分析センター
※「死傷事故件数」および「死亡・重傷事故件数」は事業用貨物自動車を第１当事者とするもの（軽自動車を除く）

約約 割割は追突、は追突、

割以上割以上

左折時の8割以上は　　　　、右折時では8割が左折時の8割以上は　　　　、右折時では8割が
■交差点における死亡・重傷事故の状況■交差点における死亡・重傷事故の状況
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「トラック事業における総合安全プラン２０２５」では令和７年度までの目標を設定し、「飲酒運転の根
絶」「追突事故の防止」「交差点事故の防止」を最重点推進項目として、トラック運送業界全体で安全運
行の確保に積極的に取り組んでいます。
       

死傷事故の高速道路高速道路

7.0
（%）

6.0

5.0

4.0

0.8%

6.9%

3.0

2.0

1.0

0.0
飲酒なし

（注）調査不能は除外した

出典：警察庁交通局 令和3年中の原付以上運転者を第1当事者とする全交通事故が対象

飲酒運転

　

倍倍約約 9.19.1

「飲酒運転」による死亡事故率は、
「飲酒なし」の場合に比べ　　　　

令和7（2025）年の目標値 ：
死者数と重傷者数の合計970人以下／飲酒運転ゼロ　　　　 ９.1９.1倍約

での

死亡事故率 (%)= ×100
死亡事故件数
交通事故件数

2012

死者数＋重傷者数（軽貨物を含まない）

出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

飲酒運転事故件数（軽貨物を含まない）
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　　目標
1,8041,804
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死者数＋重傷者数（人）

飲酒運転事故件数

28

（件）

1,4291,429

～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～

うち

対歩行者対自転車

～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～11

22

9月２１日    ～30日水 金  まで令和4年令和4年

は駐・停車中の車両への追突

■高速道路における死傷事故件数の状況

※

※直進には発進、追越・追抜、
　進路変更、その他を含む

大   型：10件　　　
中   型：16件
準中型：12件
普　通：   3 件

41

大   型：15件
中   型：   2 件
準中型：   0 件
普   通：   0 件

66件
14件
  9 件

17 92
大   型：29件
中   型：30件
準中型：13件
普   通：   4 件

6件
7件
4件
1件

1876

大   型：   9 件
中   型： 15件
準中型：   8 件
普　通：   4 件

36

(　　　　　　　　　   )左折巻き込み事故防止対策
車両総重量 7.5トン 以上の事業用トラックを対象

全ト協助成事業実施中
左側方カメラ塔載車へのch

eck

交差点一その他

交差点一対自転車

交差点一対歩行者

419件
39%

175件
16%

191件
18%

その他
死亡・重傷
事故件数
1,065 件
（令和 3 年）

151件
14%

129件
12%

追突

  3 件

左折時衝突
0.2％

出会い頭衝突
0.1％

「追突」のうち「追突」のうち
高速道路での高速道路での

がが

63.7%63.7%
車両への追突車両への追突

駐・停車中の駐・停車中の

追越・追抜時
衝突
7.7％

後退時衝突
1.0％

人対車両 1.9％人対車両 1.9％

人対車両(その他)
 　　　　　　1.5％

横断中 0.4％
 2.9車両単独 %

正面衝突
0.3％

車両相互
（その他）
 5.8％ 

追 突
 58.9％
追 突
 58.9％

進路変更時衝突
21.2％

車両単独 2.9％車両単独 2.9％

車両相互 95.1％

高速道路死傷事故件数
926件
（令和3年）

高速道路死傷事故件数
926件
（令和3年）
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